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主な内容
◇ 暮らしに役立つ税情報（市・県民税の申告相談日程）ほか … 2 p ～ 5 p
◇ 国民年金からのお知らせ ほか … 6 p ～ 7 p
◇ 市臨時職員登録者募集のお知らせ ほか … 8 p ～ 9 p
◇ 青森県交通事故相談所のご案内 ほか … 10 p ～11 p
◇ この人むっつ星！ … 12 p
◇ 議会だより（第202回定例会） ほか … 13 p ～19 p

◇ 下北医療センター 決算・資金不足比率についてのお知らせ … 20 p ～21 p

◇ 図書館からのお知らせ ほか … 22 p ～23 p

◇ 消防署からのお願い ほか … 24 p ～25 p
◇ ある日、どこかで … 26 p ～27 p
◇ むつ科学技術館だより ほか … 28 p ～29 p
◇ お元気ですか！保健コーナー ほか … 30 p ～31 p

～ 明るい声が響き合う
未来ひろがる陸奥の国 ～
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2010年 No.713

『 今年も僕のことよろしくね！ホホ～！』
（ 1月4日・市本庁舎 仕事始め にて ）
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〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111
　　市民税担当　　内線2212～2215

　　固定資産税担当内線2222～2225

　　納税管理担当　内線2252・2253

　　収納担当　　　内線2232～2236

川内庁舎管理課　　(42-2111
大畑庁舎管理課　　(34-2111
脇野沢庁舎管理課　(44-2111

平成22年度  市・県民税の申告相談
～できるだけ指定された相談日をご利用ください～

　市では、平成22年度市・県民税の申告相談を、2月8日（月）から3月15

日（月）まで次の日程のとおり行います。

　申告が必要と思われる方に対し『申告のご案内』（１月下旬送付予定）を送付

しますので、『申告のご案内』に記載されている日時・会場をご利用ください。

申告書は、申告受付時に印刷するため送付しておりませんが、事前に記入さ

れる方、郵送で申告される方へは申告書を送付しますので、お手数ですがご

連絡ください。

　なお、本庁舎税務課では、３月１日から15日までは土・日曜日も申告を受

け付けしていますので、平日仕事等で申告会場に来ることが困難な方は、ど

うぞご利用ください。

【申告の必要な方  ～必 読～ 】
　平成22年１月１日現在、むつ市に住所があり、次のいず

れかに該当する方です。該当する方は『申告のご案内』が届

かなくても申告が必要となりますので、日程表のご自分の住

所に該当する日時・会場で申告してください。

①前年中（平成21年１月１日～12月 31日）に給与または年金

収入があった方

②営業等、農業、不動産、譲渡、一時、配当などの収入があった方

③年の途中で退職したことなどにより、年末調整をしてい

ない方

④雑損控除や医療費控除などの各種控除を受けようとす

る方

⑤前年中に収入がなかった方で、国民健康保険・後期高齢者

医療保険・介護保険に加入している方

⑥前年に収入がなかった方で、市外に住所がある親族に

扶養されている方や、どなたの扶養も受けていない方

⑦年金から源泉徴収されている方

◎むつ地区の申告相談日程 

日　時 対象地区 会　場

2月10日（水）
9:30～11:30 新町

むつ市役所本庁舎
大 会 議 室

※今年度より申告会
場が市役所本庁
舎となります。

　遠方のみなさまには
ご不便をおかけし
ますが、ご理解とご
協力をお願いします

13:00～16:00 川守町

2月12日（金）
9:30～11:30 大湊上町

13:00～16:00 南関根、北関根、水川目、美付、浜関根、出戸、高梨

2月15日（月）
9:30～11:30 桜木町、大湊町

13:00～16:00 文京町、並川町

2月16日（火）
9:30～11:30 宇田町、奥内、浜奥内、中野沢、中野沢開拓

13:00～16:00 横迎町１丁目、赤坂、和泉

2月17日（水）
9:30～11:30 仲町

13:00～16:00 栗山町

2月18日（木）
9:30～11:30 昭和町

13:00～16:00 山田町

2月19日（金）
9:30～11:30 若松町、小松ケ丘、越葉沢、落野沢、土手内

13:00～16:00 下北町、港町、金曲１丁目

◎むつ地区の申告相談日程

日　時 対象地区 会　場

2月 22日（月）
9:30～11:30 大湊浜町

むつ市役所本庁舎
大 会 議 室

※今年度より申告会
場が市役所本庁
舎となります。

　遠方のみなさまには
ご不便をおかけし
ますが、ご理解とご
協力をお願いします

13:00～16:00 本町、柳町1・2丁目、斗南岡、最花

2月23日（火）
9:30～11:30 女舘、尻釜、槌川目、品ノ木、椛山、近川

13:00～16:00 金曲２・３丁目、金谷沢、一里小屋、大室平、神山、二又、今泉、石蕨平

2月24日（水）
9:30～11:30 大曲１・２・３丁目、南町、赤川町、南赤川町、松原町

13:00～16:00 城ヶ沢、泉沢、新之助、近沢、角違、大川目、宇曽利川、堺田、新城ヶ沢、永下

2月25日（木）
9:30～11:30 小川町１丁目

13:00～16:00 柳町 3・4丁目

2月26日（金）
9:30～11:30 緑町、田名部町、美里町

13:00～16:00 中央１・２丁目、真砂町、酪農、長坂

3月 1日（月）
9:30～11:30 宮後、緑ヶ丘、十二林、岩菜、旭町

13:00～16:00 松山町、苫生町1丁目

3月 2日（火）
9:30～11:30

海老川町
13:00～16:00

3月 3日（水）
9:30～11:30

大平町
13:00～16:00

3月 4日（木）
9:30～11:30 横迎町2丁目、松森町

13:00～16:00 金谷１・２丁目、荒川町

3月 5日（金）
9:30～11:30 清平、名子平、南名子平、川代、烏沢、新田、上新田

13:00～16:00 大湊新町

3月 8日（月）
9:30～11:30 苫生町2丁目、小川町2丁目

13:00～16:00 上川町

 3月 9日（火）
～15日（月）

9:30～11:30
全地区（上記日程で都合の悪い方）

13:00～16:00

日　時 対象地区 会　場

2月26日（金）13:30～15:30 畑、湯野川 畑地区公民館

3月 1日（月） 9:30～15:30
銀杏木、安部城、
上小倉平、下小倉平

銀杏木地区公民館

3月 2日（火） 9:30～15:30 宿野部 宿野部地区公民館

3月 3日（水） 9:30～15:30 蛎崎 蛎崎地区公民館

3月 4日（木）
～15日（月）
土・日曜を除く

9:00～16:00
全地区
（上記日程で

都合の悪い方）

川 内 庁 舎
２階会議室

  ※大畑・脇野沢地区は次のページをご覧ください

◎川内地区の申告相談日程

日　時 対象地区 会　場

2月12日（金） 9:00～16:00 熊ケ平、板子塚

川 内 庁 舎
２階会議室

2月15日（月） 9:00～16:00 新町、　木

2月16日（火） 9:00～16:00 谷地町、浜町

2月17日（水） 9:00～16:00 中町、浦町、上町

2月18日（木） 9:00～16:00 仲崎町、初見

2月19日（金） 9:00～16:00 田野沢、石倉、高野川

2月22日（月） 9:00～16:00 桧川、葛沢

2月23日（火） 9:00～16:00 袰川

2月25日（木）13:30～15:30 戸沢 戸沢地区公民館

　2月1日（月）は、市税と国民健康保険税、介護保険料（普通徴収分）第8期の納期限です！

　第8期分の納付書は、昨年の6月に送付しています。お確かめのうえ、納期限までに納付してください。

　なお、今回が最終の納期となります。第８期分以外にも納め忘れがないかどうか今一度ご確認ください。

 市税等の納付は、うっかり・納め忘れのない　○地域の納税組合
○口座振替　　　　をご利用ください！

〈詳しくは〉市税務課納税管理担当

【申告の必要がない方】
①税務署へ所得税の確定申告をした方

②勤務先から年末調整済の給与支払報告書が市に提出さ

れている方で、給与のほかに所得がない方。

③年金収入のみで確定申告の必要がなく、住民税が課税

されない方（65才以上で年金収入が148万円以下の方、65

才未満で年金収入が98万円以下の方）

※年金収入については、日本年金機構（旧社会保険庁）などから市

に提出される公的年金等支払報告書により年金額を確認でき

るため、③に該当する方は、申告をしていただく必要はあり

ません。

※前年中に転入した方へも『申告のご案内』を送付しますが、勤務

先から年末調整済の給与支払報告書が市役所へ提出されている

方は、申告の必要はありません。また、『申告のご案内』が届い

た場合でも、①～③に該当する方は、申告の必要はありません。

（  ２  ）（   ３   ）
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資源ごみの収集にご協力ください

　資源ごみのリサイクルは、ごみの減量につながり、処理費用の軽減だけでなく資源やエネルギーの節約、地球環境の

保護に貢献することになります。

　昨年4月から資源ごみの回収方法が、町内会等の回収団体が実施する集団回収と、可燃ごみ等と同じようにごみ収集場

所に出すステーション回収の2通りになっています。どちらの方法を利用しても構いませんので、一人ひとりがごみの減

量とリサイクルの意識を持ち、協力して資源ごみの回収を推進しましょう。

【リサイクルがもたらすもの】

① ごみの減量 … ごみ処理費用や家計の節約につながります。

② 資源の節約 … 紙のリサイクルは森林を守り、鉄やアルミ、プラスチックの

リサイクルは、限りある天然資源の節約につながります。

③ エネルギーの節約 … リサイクル原料から製品をつくると、エネルギー

を節約できます。

④ 地球環境保護 … エネルギーの節約は、二酸化炭素の発生量を減らすことができ、地球温暖化の防止になります。

また、大気や水質汚染を減らすことができます。

〈詳しくは〉
廃棄物対策課( 22-1111内線2464
川内庁舎市民福祉課    ( 42-2111
大畑庁舎市民福祉課    ( 34-2111
脇野沢庁舎市民福祉課  ( 44-2111

※カレットとは？

　ガラス製品をリサイクルする際、一旦破砕した状態

のガラスくず。

　ガラス原料に添加することで、

より少ないエネルギーコストでガ

ラス製品を製造できますが、色別

に分別することが求められます。

※ビールびん、一升びんは、町内会等で実施する「集団

回収」での取り扱いとなります。「ステーション回収」

をご利用の場合は、色別に分別してください。

※缶やびんを不燃ごみとして出さないようにお願い

します。

〈資源ごみはどんなふうにリサイクルされるの？〉

アルミ缶 飲料用缶類

スチール缶 鉄材

紙類 再生紙

ペットボトル 作業服・卵パック等

白色トレイ 再生トレイ

無色のびん
→カレット化（※）→ ガラスびん原料等

茶色のびん

その他の色のびん 建築資材等

ビールびん 再使用びん

一升びん 再使用びん

〉

◎脇野沢地区の申告相談日程

日　時 対象地区 会　場

2月16日（火）

9:00～16:30

滝山、緑町

脇 野 沢 庁 舎

会 議 室

2月17日（水） 片貝、本町

2月18日（木） 蛸田

2月19日（金） 源藤城、浜町

2月23日（火） 九艘泊

2月24日（水） 瀬野

2月25日（木） 寄浪、港町

2月26日（金） 清水町、下町

日　時 対象地区 会　場

3月 2日（火）

9:00～16:30

谷地町、渡向町

脇 野 沢 庁 舎

会 議 室

3月 3日（水） 親和町、上町

3月 4日（木） 鹿間平、小サ沢

3月 5日（金） 小沢、稲平、赤坂

3月 9日（火） 弥生町、新井田

3月10日（水）
～15日（月）
土・日曜を除く

9:00～16:30
全地区
（上記日程で

都合の悪い方）

日　時 対象地区 会　場

3月 1日（月） 9:00～16:00 中島

大畑庁舎３階

第１委員会室

3月 2日（火）

9:00～16:00 上野、水木沢3月 3日（水）

3月 4日（木）

3月 5日（金） 9:00～16:00 湊

3月 8日（月）
9:00～16:00 南町、兎沢、堂近

3月 9日（火）

3月10日（水）
9:00～16:00

庚申堂、東町、本門寺
前、伊勢堂、筒万坂3月11日（木）

3月12日（金） 9:00～16:00 湯坂下

3月15日（月） 9:00～16:00
全地区
（上記日程で

都合の悪い方）

※申告受付会場については、受付事務スペースの確保や混雑時の対応等の諸問題を解消するため、会場を集約しています。

遠方のみなさまにはご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力をお願いします。

　なお、指定した日時や会場が遠方等で不都合な方は、本庁舎・各分庁のどちらの会場でも受付できます（※例…関根地区

→大畑庁舎で申告・城ヶ沢地区→川内庁舎で申告など）。ただし、受付は地区指定した日程が終了してからとなりますので、

日程を確認のうえ申告してください。

〈詳しくは〉市税務課市民税担当

◎大畑地区の申告相談日程

日　時 対象地区 会　場

2月 8日（月）10:00～15:00 木野部、佐助川 木野部地区公民館

2月 9日（火）10:00～15:00 赤川 赤川地区公民館

2月10日（水）10:00～15:00 高橋川、小目名 小目名地区公民館

2月12日（金）10:00～15:00 関根橋 関根橋地区公民館

2月15日（月）
10:00～15:00

孫次郎間、大畑道、
涌舘

孫次郎間地区公民館
2月16日（火）

2月17日（水）
10:00～15:00 二枚橋、釣屋浜 二枚橋地区公民館

2月18日（木）

2月19日（金）

10:00～15:00 平、正津川、高待 正津川地区公民館2月22日（月）

2月23日（火）

2月24日（水）
9:00～16:00 本町、薬研 大畑庁舎３階

第１委員会室
2月25日（木）

2月26日（金） 9:00～16:00 新町

国民健康保険～健康優良家庭を表彰～

　平成 21年度むつ市国民健康保険健康優良家庭として 69世帯が該当し、このたび表彰状と記念品が贈られました。

　これは、国民健康保険に加入しているみなさんの健康の保持増進と、国民健康保険制度の趣旨普及を図ることを目

的に行なっているもので、昨年度１年間に医療機関を受診しなかった世帯のうち、年度を通じて２人以上が国民健康

保険に加入し、同年度の市民税の申告を済ませ、国民健康保険税を納期内に完納した世帯が対象となっています。

　増加の一途をたどる医療費の抑制と国民健康保険財政の健全化に貢献されたことに、心から感謝申し上げます。

【受賞世帯数】

12年連続 ………………… 1 世帯

11年連続 ………………… 1 世帯

8年連続 ………………… 1 世帯

7年連続 ………………… 1 世帯

6年連続 ………………… 1 世帯

5年連続 ………………… 1 世帯

4年連続 ………………… 1 世帯

3年連続 ………………… 6 世帯

2年連続 ………………… 4 世帯

1年 ……………………… 52 世帯

〈詳しくは〉
市国保年金課国保担当

( 22-1111内線 2431
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に

受
け
と
れ
る
年
金
が
あ
り
、
経
済
的
な

支
え
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。

〈
手
続
き
方
法
〉

　

二
十
歳
に
な
る
誕
生
月
に
、
年
金
事

務
所
か
ら
届
出
の
書
類
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
市
役
所
窓
口
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、

市
役
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
国
民
年
金
保
険
料
〉

月
額
…
１
万
４
千
６
６
０
円

（
平
成
21
年
度
）

〈
保
険
料
を
納
め
な
い
と

ど
う
な
る
の
？
〉

　

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る
と

『
老
齢
基
礎
年
金
』の
年
金
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
『
障
害
基
礎
年
金
』や
『
遺
族

基
礎
年
金
』も
一
定
以
上
の
未
納
期
間

が
あ
る
場
合
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
に
は
納
め
忘
れ
を
防

ぎ
、
便
利
で
お
得
な『
口
座
振
替
』や『
前

納
制
度
（
ま
と
め
て
前
払
い
）』が
あ
り

ま
す
。

　

も
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
『
保
険
料

免
除
制
度
』、
収
入
の
な
い
学
生
の
方

に
は
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る
『
学
生

納
付
特
例
制
度
』が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
未
納
期
間
を
作
ら
な
い
よ

う
、
口
座
振
替
や
前
納
制
度
、
保
険

料
免
除
制
度
な
ど
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
年
金
手
帳
・
通
知
書
は
大
切
に
〉

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
組
合

に
加
入
し
た
と
き
に
、
基
礎
年
金
番
号

が
書
い
て
あ
る
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
基
礎
年
金
番
号
は
、
厚
生
年
金
等

に
加
入
す
る
と
き
や
、
年
金
を
受
け
と

る
手
続
き
を
す
る
と
き
に
必
ず
使
用

し
、
一
生
変
わ
る
こ
と
の
な
い
一
人
に

1
つ
の
番
号
で
す
の
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
担
当

(
22

－

１
１
１
１
内
線
２
４
４
３

　

川
内
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
44

－

２
１
１
１

『
１
日
１
円
で
ご
家
族
の
安
心
を
』

　

青
森
県
交
通
災
害
共
済
に

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

【
交
通
事
故
に
よ
る
弔
慰
金
・

見
舞
金
の
金
額
は
？
】

①
死
亡
し
た
場
合 

…
… 

１
０
０
万
円

②
入
院
・
通
院
の
場
合

２
万
円
〜
15
万
円（
治
療
の
実
日
数
に
よ
る
）

【
請
求
期
間
は
？
】

事
故
が
あ
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い

【
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
？
】

必
ず
警
察
署
ま
た
は
最
寄
り
の
交
番

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

相
手
の
い
な
い
自
転
車
等
の
自
損
事

故
も
届
け
ま
し
ょ
う

【
見
舞
金
請
求
に
必
要
な
書
類
】

①
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の

交
通
事
故
証
明
書

②
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
整
骨
院
の
証

明
書
（
診
断
書
用
紙
は
市
役
所
お
よ
び

各
庁
舎
に
あ
り
ま
す
）

③
会
員
証

▼
会　
　

費
…
…
一
般
・
１
人
３
５
０
円　

学
童
団
体
１
人
３
０
０
円

▼
共
済
期
間
…
…
平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

▼
受　
　

付
…
…
市
環
境
対
策
課
、
川
内
・
大
畑
・
脇
野
沢
庁
舎
の

市
民
福
祉
課
で
、
２
月
１
日
（
月
）
か
ら
予
約
受

付
を
行
い
ま
す
。

各
町
内
会
、
各
学
校
へ
も
加
入
の
手
続
き
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。④

死
亡
し
た
と
き
は
死
体
検
案
書

ま
た
は
死
亡
診
断
書

⑤
印
鑑

⑥
県
内
に
本
・
支
店
の
あ
る
口
座
振
替

が
で
き
る
金
融
機
関
の
通
帳

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課

(
22

－

１
１
１
１
内
線
２
４
５
２

川
内
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
44

－

２
１
１
１

【
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
】

　

次
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
母
ま
た
は
母
以
外
の
養
育
者
に
つ

い
て
、
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
こ
と

 

・
18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
3
月

31
日
に
達
す
る
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
こ
と

 

・
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

 

・
公
的
年
金
等
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と

②
児
童
に
つ
い
て
、
次
の
ど
れ
か
に

当
て
は
ま
る
こ
と

 

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童（
事
実
婚

状
態
に
な
い
こ
と
）

 

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

 

・
父
が
政
令
に
定
め
る
障
害
の
状
態

（
国
民
年
金
法
お
よ
び
厚
生
年
金
保
険

法
に
よ
る
障
害
等
級
の
１
級
程
度
で

公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
）

 

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

（
警
察
等
に
届
け
出
て
い
る
場
合
が
条
件
）

 

・
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

　

さ
れ
て
い
る
児
童（
警
察
等
に
届
け

児
童
扶
養
手
当
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

〜
児
童
家
庭
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

　

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
父
母
の
離
婚
や
父
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
父
親

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
育
成
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
時
な
ど
に
お
け
る
生
活
の
激
変
を
緩
和
す
る
た

め
の
制
度
で
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
た
母
は
、
自
ら
進
ん
で
自
立

を
図
り
、
家
庭
生
活
の
安
定
と
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

け
出
て
い
る
場
合
が
条
件
）

 

・
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

 

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

　

児
童（
事
実
婚
状
態
に
な
い
と
き
）

 

・
そ
の
他（
棄
児
・
孤
児
な
ど
）

【
手
当
の
月
額
】

 

◆
全
額
支
給
…
４
万
１
千
７
２
０
円

 

◆
一
部
支
給
…
４
万
１
千
７
１
０
円

〜
９
千
８
５
０
円

【
手
当
を
受
け
て
い
る
方
の
届
出
等
】

〈
現
況
届
〉

　

８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
期
日
内
に
手
続
き
を
し
な
い
と
、
手

当
が
支
給
さ
れ
な
い
か
減
額
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
２
年
間
届
出
を
し
な
い

と
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

〈
額
改
定
届
〉

　

児
童
に
増
減
が
あ
っ
た
と
き

〈
資
格
喪
失
届
〉

　

受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
・
受

給
者
が
死
亡
し
た
と
き

〈
そ
の
他
の
届
〉

　

氏
名
・
住
所
の
変
更
、
銀
行
口
座
の

変
更
、
児
童
が
進
学
や
就
職
な
ど
で
母

ま
た
は
養
育
者
と
別
居
し
、
寮
や
下
宿

な
ど
を
す
る
と
き
な
ど

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
母
ま

た
は
養
育
者
は
、
実
際
に
住
ん
で
い

る
所
を
住
民
登
録
し
手
当
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
民
登
録
の
あ

る
所
に
居
住
実
態
が
な
い
場
合
は
手

当
は
差
止
め
と
な
り
ま
す
。

【
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
と

手
当
の
受
給
資
格
は
な
く
な
り
ま
す
】

 

・
手
当
を
受
け
て
い
る
母
が
婚
姻
し
た

と
き
（
法
律
上
の
結
婚
だ
け
で
な
く
、
事

実
婚
・
内
縁
関
係
や
同
居
、
頻
繁
な
訪
問

お
よ
び
生
計
を
と
も
に
し
た
と
き
な
ど
）

 

・
手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
、
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
（
年
金
・
遺
族
補
償
等
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
、
受

け
て
い
な
い
場
合
も
含
む
）

 

・
遺
棄
し
て
い
た
父
か
ら
連
絡
・
訪
問
・

送
金
な
ど
が
あ
っ
た
と
き

 

・
刑
務
所
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
父
が
出

所
し
た
と
き（
仮
出
所
も
含
む
）

 

・
児
童
が
父
と
生
計
を
共
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
（
税
法
上
の
被
扶
養
者

と
な
っ
て
い
る
場
合
を
含
む
）

 

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き

 

・
養
育
者
が
児
童
と
別
居
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き

 

・
母
が
児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き

 

・
児
童
が
結
婚
ま
た
は
死
亡
し
た
と
き

 

・
児
童
が
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
（
障
害
が
あ
る
と
き
は

20
歳
の
誕
生
日
）に
な
っ
た
と
き

※
万
が
一
、
事
実
を
偽
る
、
ま
た
は
、

不
正
な
手
段
で
手
当
を
受
け
た
場

合
は
、
詐
欺
罪
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
受
給
資

格
が
な
く
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず

受
給
し
続
け
た
り
届
出
が
遅
れ
る

と
手
当
の
返
還
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

City Information （２０１０年・第７１３号）

『
む
つ
市
遺
児
等
卒
業
祝
金
を
支
給
し
ま
す
』

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
平
成
22
年
３
月
に
中
学
校
（
特
別
支
援
学
校
も
含

む
）
を
卒
業
す
る
児
童
を
養
育
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
児
童
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
方
に
対
し
、
卒
業
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
手
続
き
く

だ
さ
い
。

〈
対
象
と
な
る
児
童
〉

　

○
父
か
母
ま
た
は
両
親
が（
に
）

　

 

・
亡
く
な
っ
て
い
る

 　

・
３
か
月
以
上
生
死
が
不
明

 　

・
１
年
以
上
行
方
不
明

 　

・
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

 　

・
心
身
障
害
の
状
態
で
労
働
能
力
を
失
っ
て
い
る

 　

・
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

　
　

※
離
婚
・
未
婚
等
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す

〈
支
給
額
〉

　

１
０
、０
０
０
円（
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
）

〈
受
付
期
間
〉

２
月
１
日（
月
）〜
26
日（
金
）

　
　

※
必
要
書
類
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
担
当

(
22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
１
６

川
内
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
市
民
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
か
ん
）

(
34

－

６
６
１
１

脇
野
沢
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
44

－

２
１
１
１



( 8 )( 9 )

ご協力をいただいています！

～市本庁舎案内ボランティア～

　市では、行政サービス向上と協働社会実現のための一

つの取り組みとして、市制施行50周年記念式典のボラ

ンティアと併せ、市本庁舎案内ボランティアを募ってい

ましたが、このほど約30人の方々にご協力いただける

こととなり11月 30日から総合案内でお手伝いをしてい

ただいています。

　ボランティアの方々は、ご自身の都合の良い日、時間

帯にお手伝いいただくこととなっ

ています。黄色のストラップの身

分証を携行していますので、ご来

庁の際には、総合案内職員同様、

お気軽に声をお掛けください。

  【市民ボランティアのお名前を紹介します】 
 （12月末現在・敬称略、50音順）

青柳五十子、蛯沢　貞、奥川春美、甲 榮子、工藤憲子、

斉藤 勝、齊藤美津江、坂井美恵子、杉山光子、祐川静枝、

祐川浩子、須藤惠子、坪二三子、伝法百合子、富岡キエ、

中島慶子、野澤さな、平塚モト子、福士きよ、布施恭子、

松田里司、三井幸子、光谷章子、森小静子、柳田敬子、

山崎郁子、山崎輝美子、横山静子、和田榮子

※案内ボランティアは、随時、募集しています。ご協力

いただける方は、担当まで連絡願います。

〈問合せ・申込先〉
市広報広聴課( 22-1111内線 2155

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
の
臨
時
職
員

の
登
録
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

任
用
に
つ
い
て
は
、
登
録
者
の
中
か

ら
選
考
に
よ
り
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
任
用
さ
れ
な
か
っ
た

方
で
も
、
欠
員
の
補
充
な
ど
に
よ
り

年
度
中
途
に
任
用
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

平
成
22
年
度
む
つ
市
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
総
務
課
人
事

担
当
ま
た
は
各
庁
舎
管
理
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

勤
務
条
件
等
詳
し
く
は
、
市
総
務

課
・
市
立
図
書
館
・
中
央
公
民
館
・
各

分
庁
舎
で
配
布
す
る
『
平
成
22
年
度
臨

時
職
員
等
募
集
要
項
』を
ご
覧
く
だ
さ

い
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
）。

〈
主
な
募
集
職
種
〉

 

・
事
務
補
助 

・
保
育
士 

・
調
理
師

 

・
児
童
厚
生
員 

・
技
能
員 

等

※
募
集
職
種
は
、
各
地
区
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

〈
申
込
方
法
〉

　

募
集
要
項
に
添
付
さ
れ
て
い
る
市

指
定
の
履
歴
書
を
市
総
務
課
人
事
担

当
ま
た
は
各
庁
舎
管
理
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

〈
受
付
期
間
〉

　

１
月
25
日（
月
）か
ら
随
時
受
付
し

ま
す
。
４
月
か
ら
の
任
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
２
月
12
日（
金
）ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５

－

８
６
８
６

む
つ
市
中
央
一
丁
目
８
番
１
号

市
総
務
課
人
事
担
当
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日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
国
で
地
震
な
ど
の
災
害
に
苦
し
む
人
々

へ
の
救
援
活
動
を
は
じ
め
、
献
血
事
業
、
医
療
事
業
、
家
庭
内
で
の
応

急
処
置
普
及
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
財
源
は
、
み
な
さ
ん
が
社
員
と
な
っ
て
納
め
て
い

た
だ
く
社
費
と
寄
付
金
で
す
。

　

２
月
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
社
員
増
強
運
動
月
間
と
な
り
ま
す
。
今

年
も
、
町
内
会
の
方
や
赤
十
字
奉
仕
団
を
通
じ
て
社
資
の
募
集
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
増
強
運
動
月
間
以
外
で
も
社
費
や
寄
付
金
を
お
受
け
し
ま
す

の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
にご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

昨年募った日本赤十字社社資の合計は

965万550円（むつ市合計）でした

　ご協力ありがとうございました

〈
問
合
せ
先
〉

日
本
赤
十
字
社

青
森
県
支
部
む
つ
市
地
区
事
務
局

　
（
市
児
童
家
庭
課
青
少
年
・
社
会
担
当
）

(
22

－
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１
１
１
内
線
２
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～エネルギー対策課から～ 使用済燃料中間貯蔵施設の安全審査に係る意見募集のお知らせ

雪
に
よ
る
事
故
に
ご
注
意
！

〜
防
災
調
整
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
雪
か
き
を
す

る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
、
雪
な
ど
に
よ
る
事
故

も
多
く
な
り
ま
す
。
雪
か
き
な
ど
を
す

る
と
き
は
、次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
、

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
ご
近
所
の
み

な
さ
ん
で
協
力
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
雪
か
き
・
雪
下
ろ
し

 

・
雪
か
き
の
時
に
は
、
道
路
を
ふ
さ
が

な
い
よ
う
、
雪
の
置
き
場
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

 

・
雪
下
ろ
し
の
時
に
は
、
家
族
・
親
戚
・

近
隣
同
士
な
ど
、
多
人
数
で
協
力
し

合
い
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

・
晴
れ
の
日
の
雪
下
ろ
し
は
、
屋
根
の

雪
が
溶
け
始
め
、
ゆ
る
ん
で
い
る
た

め
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
屋
根
に
登
る
時
は
、
は
し
ご
の
固
定

を
確
認
し
、
命
綱
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

身
に
つ
け
て
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
早
め
の
雪
下
ろ
し
を
心
が
け
、
除
雪

の
際
に
は
周
囲
を
確
認
し
、
歩
行
者

に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ツ
ラ
ラ
・
落
雪

 

・
道
路
を
歩
く
時
は
、
足
も
と
ば
か
り

で
は
な
く
、
頭
上
に
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

 

・
軒
下
は
突
然
の
落
雪
や
ツ
ラ
ラ
が
落

ち
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
離
れ

て
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
子
ど
も
が
外
遊
び
を
す
る
時
に
は
、

軒
下
・
除
雪
作
業
現
場
な
ど
の
近
く

で
は
遊
ば
な
い
よ
う
注
意
を
促
し
ま

し
ょ
う
。

　

冬
場
は
車
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
も
多
く

な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
安
全
運
転
を
心

が
け
、
無
理
の
な
い
運
転
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
普
段
よ
り
も
車
間
距
離
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
火
事
や
地
震
な
ど
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
て
、
家
の
周
り
の
雪
は
、

普
段
か
ら
片
づ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
防
災
調
整
課

(
22

－

１
１
１
１
内
線
２
１
３
２

 平成22年度スクールサポーターの
　　　　　　　　　登録者を募集します
　市教育委員会では、平成22年度のスクールサポーター

の登録者を募集します。

　採用については、登録者の中から選考により決定し通

知します。勤務条件等の詳細はお問合せください。

〈職　種〉 スクールサポーター

〈業務内容〉

　特別な配慮を必要とする児童生徒の学校生活の支援

〈採用予定人員〉 若干名

〈申込方法〉

　むつ市指定の履歴書をむつ市教育委員会学校教育課

まで提出してください。

〈受付期間〉 随時受付します

〈問合せ・申込先〉
市教育委員会学校教育課( 22-1111内線 3133

奥薬研修景公園レストハウスからのお知らせ

　奥薬研修景公園レストハウスの厨房改修工事を3月19

日までの日程で行なっています。 このため、工事期間中は、

お食事の提供ができませんのでご了承ください。

　なお、男女別露天風呂「夫婦かっぱの湯」は通常どおり

ご利用できます。開館時間は午前10時から午後５時まで

で、休館日は毎週火曜日となっています（３月まで）。

  また、同期間で足湯に東屋を設置する工事も行なってい

るので工事車両等の出入りが頻繁となります。どうぞご

注意ください。

〈問合せ先〉大畑庁舎産業建設課( 34-2111

City Information（２０１０年・第７１３号）City Information （２０１０年・第７１３号）

　むつ市に建設が計画されている使用済燃料中間貯蔵施設（リサイクル燃料備蓄センター）について、現在国の安全審査が

行われていますが、先頃、原子力安全・保安院による1次審査が終了し、その審査結果が原子力委員会と原子力安全委

員会に諮問され、2次審査が開始されました。

　そのうち原子力安全委員会に諮問された２つの案件については、原子力安全委員会において原子力安全・保安院による

安全審査書を公開すると共に、調査審議を行うに当たっての意見募集が次のとおり行われておりますので、お知らせします。

意見募集案件の表題

①リサイクル燃料貯蔵株式会社リサイクル燃料備蓄センターにおける使用済燃料の貯蔵の
事業許可申請に係る技術的能力について

②リサイクル燃料貯蔵株式会社リサイクル燃料備蓄センターにおける使用済燃料の貯蔵の
事業許可申請に係る安全性について

資料の入手方法と

意見提出方法

この案件に関する資料の入手や意見の提出は、全てインターネットで行うことができます。
詳しくは市ホームページか、内閣府原子力安全委員会のホームページをご覧ください。

〈内閣府 原子力安全委員会ホームページ 意見公募〉http://www.nsc.go.jp/box/box.htm

※インターネットを使わない方法（郵送・FAX）については、市エネルギー対策課までお問い合わせ
ください。

意見提出期限 1月 29日（金）  ※必着のこと

〈詳しくは〉
市エネルギー対策課 ( 22-1111 内線 2332
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市営住宅入居申込受付のお知らせ
〈募集期間〉2月1日（月）～12日（金） ※土・日曜日、祝日を除く

〈入居予定日〉 平成22年 4月1日（木）

〈募集する市営住宅の概要〉

①むつ地区（4戸）

団地名 川守町団地 文京町団地 金曲団地

建設年度 昭和56年度 昭和38年度 昭和38年度

建物の構造 簡易耐火造2階建 木造平屋建 木造平屋建

建物の面積 66.2㎡ 36.4㎡ 32.4㎡

建物の間取り
6帖、6帖、4.5帖、台所、
トイレ、浴室（風呂無）

6帖、4.5帖、3帖
台所、トイレ、物置

6帖、4.5帖、台所、
トイレ、物置

募集戸数 2戸（駐車空間無） 1戸（駐車空間無） 1戸（駐車空間無）

家賃 13,100円～19,500円 2,400円～3,700円 2,100円～3,100円

所在地 むつ市川守町地内 むつ市文京町地内 むつ市金曲三丁目地内

②川内地区（2戸）

団地名 熊ヶ平団地

建設年度 昭和56年度

建物の構造 簡易耐火構造2階建

建物の面積 64.4㎡

建物の間取り
6帖、6帖、4.5帖、台所、
トイレ、浴室（風呂有）

募集戸数 2戸（駐車空間無）

家賃 13,100円～19,600円

所在地 むつ市川内町熊ヶ平地内

〈問合せ・申込は〉
市建築課住宅担当( 22－ 1111内線2757
川内庁舎産業建設課　( 42－ 2111
大畑庁舎産業建設課　( 34－ 2111
脇野沢庁舎産業建設課( 44－ 2111

〈必要書類〉

　① 市営住宅入居申込書（市建築課、川内・大畑・脇野沢各庁舎産業建設課に有）

② 入居予定者全員の所得課税証明書

③ 入居予定者全員の納税証明書

※むつ市以外の方が申込をする場合は、入居予定者全員の住民票が必要です

　　入居申込資格等の詳細は、市ホームページをご覧ください。

※ 家賃は収入に応じて決定され、敷金は

　 家賃の3か月分となります

～市大畑庁舎「 I T サポートセンター」 ～

 『ホームページ作成講座Ⅱ・Word（ワード）
Excel（エクセル）講座』受講生募集

　初心者の方を対象としたやさしい内容になっていま

す。受講料も無料。お気軽にご参加ください。

【初級ホームページ作成講座Ⅱ〈定員各10名〉】
 〈い　つ〉2月 5日（金・午前）、10日（水・午後）、

 16日（火・午前）、22日（月・午後）

【初級Word（ワード）講座 〈定員各10名〉】

 〈い　つ〉2月 9日（火・午前）、19日（金・午後）

【初級 Excel（エクセル）講座 〈定員各10名〉】

 〈い　つ〉2月17日（水・午後）、25日（木・午前）

　※午前の部は午前10時～正午、午後の部は午後２時～４時

　◆いずれの講座も市大畑庁舎での開催となります

〈問合せ・申込先〉
大畑庁舎 ITサポートセンター

( 34-2111内線 332・333

 明るい選挙啓発ポスターコンクール
入賞作品展のお知らせ

　青森県選挙管理委員会では、県内の小・中学生および

高校生を対象に選挙啓発ポスターの募集を通して、児童・

生徒の選挙への関心を深めるとともに、政治参画意識の

向上に努めています。

　この度、むつ市においてポスターコンクールの入賞作

品展を開催することとなりました。むつ市からの作品も

最優秀賞をはじめ多数入賞しておりますので、ぜひ、ご

覧ください。

〈い　つ〉2月 5日（金）～12日（金）

いずれも午前10時～午後8時

※最終日は午後3時まで

〈どこで〉 マエダ本店4階催事場

〈問合せ先〉
市選挙管理委員会( 22-1111内線 3312

City Information（２０１０年・第７１３号）City Information （２０１０年・第７１３号）

青森県交通事故相談所のご案内
　突然、交通事故にあうと、何をどうしたらよいか戸惑うのは当然です。

　交通事故でお困りのときは、お気軽に県の交通事故相談所へご相談ください。

〈青森県交通事故相談所では〉

 　どんな賠償請求ができるの？、損害賠償の額は？、賠償金の支払いはどうしたらいいの？、示談の仕方は？、損害
保険会社との交渉はどうしたらいいの？など、専門相談員が相談に応じています。

〈相談費用は？〉相談は無料です。個人の秘密は厳守します。

〈相談の方法は？〉面接相談、電話相談のほか、ファックスや手紙での相談にも対応します。

【面接・電話受付日程】月曜日～金曜日・午前８時30分～午後５時30分 ※土日、祝祭日、12月29日～１月３日を除く

○相談の際には、次のことをあらかじめ確認してください。相談が進めやすくなります。

　①事故の日時・場所　②事故の状況　③けがの程度と入通院の状況　④被害者・加害者の住所、氏名、年齢、職業

　⑤自動車の持ち主と自賠責保険や任意保険の会社名　⑥交通事故証明書（写し）　⑦事故に関する通知文書など相談の参考になるもの

◆ 移動相談をご利用ください ◆

　交通事故相談所（青森市）へお出でになれない方のために、むつ市

へ相談員が出向いて相談を受けることができます。

　月１回、市役所本庁舎市民相談室で実施しています。移動相談を

希望する方は、青森県交通事故相談所へ事前に電話し、日時等を予

約してください。

〈問合せ・相談申込先〉
青森県交通事故相談所

〒030-8570 青森市長島1-1-1 青森県庁北棟 1階

( 017-734-9235（FAX兼用）

県営住宅入居募集のお知らせ
〈募集期間〉2月1日（月）～10日（水）　※土・日曜日を除く、午前8時 30分～午後5時 30分まで受付

〈入居予定日〉 平成22年 4月1日（木）

〈募集する県営住宅の概要  ※家賃は収入に応じて決定し、敷金は家賃の3か月分です。入居時に連帯保証人2名が必要です。〉

団地名・所在地 建物の構造・建設年度 間取り・面積（ペット不可） 募集戸数 家賃等

金谷団地
むつ市松山町3-13

簡易耐火構造2階建
昭和50年

【2DK】DK7帖、洋6帖、洋4.5帖、水洗
トイレ、浴室（ガス器具無）、物置・53.0㎡

1
単身入居可

11,100円～16,600円
駐車場1,500円別

◆ 中堅所得者向けの特定公共賃貸住宅の入居者を随時募集しています

団地名・所在地 建物の構造・建設年度 間取り・面積 (2・3階 ペット不可） 募集戸数 家賃等

中央団地
むつ市中央2-18-10

鉄筋コンクリート造3階建
平成10年

【3LDK】LDK15帖、洋6帖・6帖、和6帖
水洗トイレ、浴室、物置、サンルーム有・77.0㎡

3
63,000円

駐車場1,800円別

〈問合せ・申込先〉
青森県県営住宅等指定管理者 野村建設（株）県営住宅係

( 29-6474



( 1 3 )

この人むっつ
星！

奥内歌舞伎新春公演

 『子ども歌舞伎10周年記念公演』に
　　　　　　　　　　　　　出演予定の

 奥内小学校 6年

    ◆ 中村  雛
ひな

 さん（11歳・写真左）

    ◆ 西村  翔
かける

 さん（12歳・写真右）

◆ 

家
族
に
つ
い
て
！

〈
雛
さ
ん
〉 

応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

〈
翔
さ
ん
〉 

お
父
さ
ん
も
弟
も
歌
舞
伎
を
や
っ
て
い
ま
す
。
公

演
が
近
く
な
る
と
気
に
か
け
て
く
れ
ま
す
。

◆『
子
ど
も
歌
舞
伎
10
周
年
記
念
公
演
』へ
の
意
気
込
み
は
！

〈
雛
さ
ん
〉 

間
違
え
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
踊
り
ま
す
！

〈
翔
さ
ん
〉 

子
ど
も
歌
舞
伎
は
小
学
校
ま
で
。
僕
は
今
回
が
最

後
と
な
る
の
で
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
演
じ
た
い
で
す
。

〈
翔
さ
ん
〉 

白
浪
五
人
男
の
日
本
駄
右
衛
門
を
演
じ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
白
浪
五
人
男
で
は
、
忠
信
利
平
、
南
郷
力
丸
を
演
じ
、

日
本
駄
右
衛
門
は
今
回
が
２
回
目
。
五
人
男
の
首
領
ら
し
い

見
得
と
台
詞
が
あ
り
ま
す
。

〈
２
人
と
も
〉 

化
粧
時
間
は
30
分
以
上
か
か
り
ま
す
。
舞
台
に

立
つ
と
緊
張
し
間
違
え
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。

◆ 

将
来
の
夢
は
？

〈
雛
さ
ん
〉 

ま
だ
特
に
決
め
て
い
ま
せ
ん
。

〈
翔
さ
ん
〉 

プ
ロ
野
球
選
手
。
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
フ
ァ
ン
で
す
。

◆ 

学
校
で
は
？ 

休
日
は
ど
う
し
て
る
？

〈
雛
さ
ん
〉 

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
で
、
部
活
動
が
い
ち
ば
ん
楽
し
い
！

好
き
な
科
目
は
家
庭
科
で
裁
縫
も
料
理
も
ど
っ
ち
も
好
き
で

す
。
苦
手
は
算
数
。
休
み
の
日
は
友
だ
ち
と
遊
ん
で
ま
す
。

〈
翔
さ
ん
〉 

野
球
部
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
好
き
な

科
目
は
も
ち
ろ
ん
体
育
、
苦
手
は
勉
強
全
部
？
で
す
。
休
み

の
日
は
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
野
球
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。　

緊
張
気
味
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
２
人
。
１
月
31

日
の
本
番
は
、
緊
張
せ
ず
堂
々
と
演
じ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
こ
ど
も
歌
舞
伎
の
立
ち
上
げ
か
ら
大
き
な
節
目
と
な
る

『
子
ど
も
歌
舞
伎
10
周
年
記
念
公
演
』。
こ
ど
も
歌
舞
伎
『
白
浪
五
人

男
』の
ほ
か
、岩
手
県
黒
沢
尻
歌
舞
伎『
越
後
獅
子
』、奥
内
歌
舞
伎『
与

話
情
浮
名
横
櫛 

源
氏
店
の
場
』な
ど
の
演
目
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

　

み
ん
な
で
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

　第３回目となる 〝  この人むっつ星！ 〟 今回は１月31日（日）に下北文化会館で行われる、奥内

歌舞伎新春公演『子ども歌舞伎10周年記念公演』に出演予定の子どもたちの中から、奥内小学

校６年生の2人に代表してお話をお聞きしました。

◆ 

歌
舞
伎
を
始
め
た
の
は
い
く
つ
の
時
か
ら
？

〈
雛
さ
ん
〉 

小
学
校
２
年
の
時
か
ら
。

〈
翔
さ
ん
〉 

保
育
園
の
年
長
の
時
か
ら
。

◆ 

歌
舞
伎
の
練
習
っ
て
？

〈
２
人
と
も
〉 

練
習
は
12
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
時
間
は
夜
の

6
時
か
ら
7
時
頃
ま
で
の
１
時
間
。
稽
古
で
は
よ
く
怒
ら
れ
、

と
て
も
厳
し
い
で
す
が
、
褒
め
ら
れ
る
こ
と
も
た
ま
に
あ
り

ま
す
。

◆ 

当
日
の
演
目
は
？ 

化
粧
と
か
衣
装
は
？

〈
雛
さ
ん
〉 

同
じ
学
年
の
井
田
菜
々
穂
さ
ん
と
２
人
で
、
つ
き

あ
げ
三
番
叟
を
踊
り
ま
す
。
扇
子
を
持
っ
て
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
踊
り
ま
す
。
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【昨年の奥内歌舞伎新春公演より～（左）中村 雛さん（右）西村 翔さん】

むつ市議会だより － 第202回定例会 －

　

む
つ
市
議
会
第
２
０
２
回
定
例
会
が
、
去
る
11
月
27
日
か
ら

12
月
16
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
23
議
案
（
う
ち
議
員
提
出
１
件
）・
３
報
告
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
承
認
・

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
２
０
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
懲
罰
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
新
谷
泰
造
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議
に
つ

い
て
は
、
審
査
の
結
果
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告
の
懲
罰

を
科
す
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

各
委
員
長
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
７
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
12
月
７
日
、
教
育
長

な
ら
び
に
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め

て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
87
号　

む
つ
市
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

理
事
者
側
か
ら
、
国
家
公
務
員
の
一
般

職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
勤
務
時

間
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
準
じ
、
当
市

で
も
一
週
間
の
勤
務
時
間
を
こ
れ
ま
で

の
40
時
間
か
ら
38
時
間
45
分
に
改
正
す

る
た
め
の
も
の
で
、
短
縮
分
は
昼
休
み

時
間
を
現
行
の
45
分
か
ら
１
時
間
に
す

る
こ
と
と
し
、
始
業
時
間
お
よ
び
終
業

時
間
に
変
更
は
な
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
総
務
省
か

ら
の
通
達
の
背
景
、
む
つ
市
の
対
応
、

育
児
休
業
の
基
準
等
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
国
で
50
人

以
上
の
事
業
所
を
対
象
に
労
働
時
間

を
調
査
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
改
正
に

な
っ
て
い
る
。
県
を
通
じ
平
成
21
年
１

月
に
連
絡
が
き
た
が
、
組
合
交
渉
や
条

例
改
正
の
ほ
か
附
帯
し
た
規
則
や
規
程

の
改
正
も
伴
う
の
で
、
平
成
21
年
４
月

の
改
正
は
現
実
的
に
困
難
で
、
他
市
の

動
向
も
踏
ま
え
１
年
見
送
っ
た
。
育
児

休
業
に
つ
い
て
も
、
勤
務
時
間
に
連
動

し
た
改
正
と
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
88
号　

む
つ
市
育

英
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
当

市
の
人
材
育
成
に
と
の
趣
意
を
も
っ

て
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
基

金
に
組
み
入
れ
有
効
な
管
理
運
営
を

図
る
た
め
の
も
の
で
、
基
金
総
額
は

４
億
３
千
４
１
１
万
１
０
３
円
と
な
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
複
数
の
委
員
か
ら
、
滞

納
の
理
由
、
現
況
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
就
職
が
困

難
で
返
還
を
猶
予
し
て
い
る
方
も
い
る

が
、
社
会
規
範
の
希
薄
化
、
払
え
る
け

れ
ど
も
払
わ
な
い
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問

な
ど
で
、
回
収
金
額
は
伸
び
て
い
る
も
の

の
、
10
月
28
日
現
在
で
、
返
還
猶
予
分

を
除
い
て
、
１
千
８
８
７
万
１
千
５
０
０

円
の
滞
納
と
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
89
号　

む
つ
市
営
ス

キ
ー
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
利
用
者

の
減
少
等
に
よ
っ
て
平
成
13
年
度
か
ら

休
止
し
て
い
た
む
つ
市
脇
野
沢
ス
キ
ー

場
を
、
今
後
も
利
用
者
が
見
込
め
な
い

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
廃
止
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
ヒ
ュ
ッ
テ

等
の
売
却
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
取
り
付
け
道
路
も
使

用
不
可
能
と
な
る
の
で
、
現
状
の
ま
ま

と
思
っ
て
い
る
が
、
購
入
希
望
者
が
現

れ
た
と
き
に
は
譲
渡
す
る
こ
と
は
や
ぶ

さ
か
で
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
93
号　

む
つ
市
花
・

木
・
鳥
選
定
委
員
会
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
去

る
９
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念
日
に
お

い
て
、
市
の
花
、
木
、
鳥
を
そ
れ
ぞ
れ

制
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
む
つ
市
花
・

木
・
鳥
選
定
委
員
会
の
役
目
が
果
た
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
条
例
を
廃
止
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
97
号　

下
北
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
、
下
北
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
の
執
行
機
関
の
組
織
力

の
向
上
お
よ
び
連
携
の
強
化
を
図
る
た

め
、
新
た
に
参
与
の
職
を
設
け
る
こ
と

に
伴
い
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
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の
も
の
で
あ
り
、
参
与
に
は
管
理
者
の

属
す
る
関
係
市
町
村
の
副
市
町
村
長
を

も
っ
て
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、

む
つ
市
副
市
長
が
就
任
す
る
こ
と
に
な

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
組
織
力
向

上
お
よ
び
連
携
の
強
化
と
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
こ
と
か
、
予
算
を
伴
う
の
か

と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

し
尿
、
ご
み
、
知
的
障
害
児
施
設
の
整

備
等
々
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

さ
ら
に
参
画
し
て
い
た
収
入
役
が
い
な

く
な
っ
た
こ
と
で
、
市
長
の
み
が
参
画

し
て
い
る
と
い
う
格
好
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
難
題
に
つ
い
て
職
員
だ

け
で
は
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し
い
、
政
治

的
な
判
断
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
多
々

あ
る
こ
と
か
ら
、
参
与
と
し
て
参
画
し

難
題
に
つ
い
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
一
緒
に

や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
。
給
与
を

払
う
も
の
で
は
な
く
、
旅
費
が
か
か
る

程
度
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
98
号　

第
三
セ
ク

タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
起
債
に
係
る
許

可
の
申
請
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

む
つ
市
用
地
造
成
事
業
会
計
の
廃
止
に

当
た
り
、
一
般
会
計
で
負
担
す
る
用
地

造
成
事
業
会
計
に
係
る
一
時
借
入
金
の

償
還
に
要
す
る
金
額
か
ら
、
資
産
の
処

分
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
収
入
分
を
差

し
引
い
た
金
額
に
相
当
す
る
額
に
つ
い

て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
を

借
り
入
れ
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
国
、
県
、
金

融
機
関
と
の
調
整
は
つ
い
て
い
る
の
か
と

の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
内
々

に
県
を
通
じ
て
国
ま
で
こ
の
借
入
れ
が
妥

当
な
の
か
判
断
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
借

入
れ
は
利
率
の
低
い
金
融
機
関
を
選
択
し

た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
市
財
政
へ

の
影
響
、
土
地
の
管
理
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
借
入
額

13
億
６
千
７
９
０
万
円
で
、
償
還
年
限

は
10
年
間
。利
子
が
１・２
％
で
あ
れ
ば
、

10
年
間
で
利
子
分
が
９
千
１
５
６
万

円
。
ト
ー
タ
ル
で
14
億
５
千
９
４
６
万

円
、
年
間
１
億
４
千
５
９
４
万
６
千
円

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
だ
、
ど
の
程
度

か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
利
子
分
は
特

別
交
付
税
の
財
政
措
置
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
土
地
に
つ
い
て
は
用
地
に
応
じ

て
担
当
部
署
を
決
定
す
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
じ
委
員
か
ら
、
土
地
は

企
画
部
門
で
一
括
管
理
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
並
木
団
地
は
住
宅
用
に
転
用
し

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
旭
町
の
分
譲

地
は
普
通
財
産
と
し
て
管
財
課
で
売
却
、

並
木
団
地
は
企
業
誘
致
な
ど
と
関
連
す

る
の
で
産
業
政
策
課
が
担
う
こ
と
に
な

る
。
並
木
団
地
の
住
宅
転
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
一
般
会
計
で
管
理
を
検
討
し

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
こ
の
起
債

は
他
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
該
当
し
な

い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
む
つ
市
土
地
開
発
公
社
が
該
当

す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
１
０
０
号　

む
つ
市

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
社
会
福
祉
法

人
が
実
施
す
る
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備

に
対
す
る
助
成
に
当
た
り
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
財
政

上
の
特
別
措
置
を
活
用
す
る
た
め
、
当

該
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
過
疎
法
の

行
方
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
来
年

の
通
常
国
会
で
、
現
行
過
疎
法
の
充
実

を
図
る
形
で
、
延
長
法
案
が
取
り
ざ
た

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
延
長
法
案
の
中
で

地
域
の
実
態
を
見
据
え
な
が
ら
、
新
た

な
法
体
系
を
探
っ
て
い
く
と
伺
っ
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

産
業
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設
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員
会

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
６
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
12
月
７
日
、
公
営
企

業
管
理
者
お
よ
び
関
係
部
局
長
等
の
出

席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
92
号
に
つ
い

て
ご
異
議
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
、
そ
の
ほ
か
の
５
議
案
に
つ

き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
91
号　

む
つ
市
水

道
事
業
お
よ
び
用
地
造
成
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む

つ
市
用
地
造
成
事
業
会
計
を
廃
止
す
る

た
め
、
む
つ
市
水
道
事
業
お
よ
び
用
地

造
成
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

規
定
か
ら
用
地
造
成
事
業
を
除
く
も
の

で
あ
る
。
本
会
計
は
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
を
平
成
８
年
度
末
に
廃
止

し
特
別
会
計
と
し
て
お
り
、
特
別
会
計

移
行
後
は
、
新
た
な
造
成
事
業
を
実
施

せ
ず
保
有
土
地
の
処
分
に
傾
注
し
、
ま

た
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ

り
一
時
借
入
金
の
額
を
軽
減
さ
せ
て
い

た
が
、
今
回
一
般
会
計
に
お
い
て
第
三

セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
活
用
に
よ

り
、
本
会
計
の
繰
入
金
が
大
幅
に
増
額

と
な
る
見
込
み
が
つ
い
た
た
め
、
一
時

借
入
金
の
一
括
返
済
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
会
計
を
廃
止
し
市
の
財

政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
保
有
用

地
を
売
却
す
る
た
め
の
具
体
的
計
画
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
行
政
と
し
て
直
接

利
用
し
て
い
く
用
地
が
あ
る
の
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
庁
内

に
総
務
部
、
経
済
部
、
建
設
部
お
よ
び

公
営
企
業
局
で
構
成
す
る
用
地
造
成
事

業
会
計
連
絡
会
議
を
設
置
し
て
お
り
、

そ
の
場
で
、
公
営
企
業
局
が
保
有
し
て

い
る
用
地
の
売
却
お
よ
び
活
用
の
仕
方

に
つ
い
て
、
現
在
協
議
、
検
討
を
進
め

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
委
員
か
ら
不
要
不
急
な
用

地
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
売
却
す
る

と
い
う
意
味
で
、
実
勢
額
を
下
回
っ
て

も
売
却
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
県
か
ら

も
同
じ
よ
う
な
助
言
が
あ
り
、
そ
の
よ

う
に
考
え
、
実
勢
額
よ
り
も
低
い
金
額

を
設
定
し
売
却
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
に
低
い
金
額
を

設
定
し
て
も
、
保
有
用
地
の
並
木
団
地

お
よ
び
第
３
旭
町
団
地
に
つ
い
て
は
、

触
手
を
伸
ば
す
開
発
業
者
や
不
動
産
業

者
は
全
く
現
れ
な
か
っ
た
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
委
員
か
ら
、
市
の
用
地

は
購
入
後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が
不

十
分
の
た
め
、
な
か
な
か
手
が
出
せ
な

い
と
い
う
不
評
が
市
民
か
ら
出
て
い
る

が
、
今
後
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
経
年
変
化
に
よ
り
老
朽
化

し
た
も
の
ま
で
は
責
任
を
負
い
か
ね
る

が
、
誠
意
を
も
っ
て
対
処
し
て
い
く
考

え
で
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
不
評
を
買

わ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
く
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
92
号　

む
つ
市
水
道

事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
合
併

後
不
均
一
と
な
っ
て
い
る
水
道
料
金
等

に
つ
い
て
、
合
併
協
定
書
の
趣
旨
に
か

ん
が
み
開
催
さ
れ
た
む
つ
市
水
道
料
金

等
審
議
会
か
ら
の
水
道
料
金
等
の
統
一

化
の
答
申
に
基
づ
き
、
所
要
の
条
文
整

備
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
水
道

料
金
に
つ
い
て
は
、
む
つ
地
区
の
水
道

料
金
に
統
一
し
平
成
22
年
５
月
分
料
金

か
ら
実
施
す
る
と
し
て
お
り
、
川
内
地

区
、
大
畑
地
区
お
よ
び
脇
野
沢
地
区
に

お
い
て
、
改
定
に
よ
る
激
変
を
緩
和
す

る
た
め
、
新
料
金
と
旧
料
金
の
差
額
に

つ
い
て
、
増
減
に
か
か
わ
ら
ず
段
階
的

に
調
整
す
る
よ
う
経
過
措
置
を
講
じ
て

い
る
。
次
に
、
水
道
加
入
金
制
度
に
つ

い
て
は
、
現
在
む
つ
地
区
と
川
内
地
区

で
採
用
し
て
い
る
が
、
む
つ
地
区
を
除

い
た
地
区
の
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
地
区
間
の
格
差
を
是
正
す
る

意
味
で
平
成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

水
道
加
入
金
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
次
に
、
水
道
会
計
手
数
料

に
つ
い
て
は
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
申
請
手
数
料
は
各
地
区
と
も
同
額

の
た
め
現
行
ど
お
り
と
し
、
設
計
審
査

お
よ
び
工
事
検
査
手
数
料
は
給
水
装
置

工
事
の
申
し
込
み
頻
度
数
が
多
く
、
小

口
径
の
金
額
が
低
い
む
つ
地
区
に
統
一

し
て
い
る
。
ま
た
、
む
つ
地
区
に
な
い

項
目
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
結
論
と
し
て
む
つ
地
区
の
手

数
料
に
統
一
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成

22
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
と
し
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
む
つ
市

水
道
料
金
等
審
議
会
答
申
書
に
よ
れ

ば
、
小
口
径
利
用
者
に
は
、
基
本
料
金

に
基
本
水
量
10
立
米
を
付
し
て
料
金
の

低
廉
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化

社
会
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
当
市
も
独
居

老
人
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
家
庭
の
使
用
水
量
は
極
め
て
少
量
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
５
立
米
以
下
の
基
本

料
金
に
つ
い
て
更
な
る
特
別
措
置
を
講

ず
る
よ
う
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
要
望
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
来
年
５
月

分
使
用
量
か
ら
実
施
さ
れ
る
料
金
改
定

と
同
時
に
、
こ
の
特
別
措
置
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
内
容
で
は
な
い

か
、
ま
た
、
こ
の
特
別
措
置
を
実
施
す

る
方
向
で
今
後
具
体
的
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
む
つ
市
水
道
料

金
等
審
議
会
か
ら
直
接
要
望
を
受
け
た

そ
の
場
面
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

大
畑
地
区
の
経
過
措
置
が
終
了
し
た

後
の
平
成
29
年
度
以
降
に
お
い
て
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
回
答
し
て
お

り
、
審
議
会
に
は
そ
れ
で
納
得
し
て
い

た
だ
い
た
と
受
け
と
め
て
い
る
。
ま
た
、

地
方
公
営
企
業
法
に
よ
る
独
立
採
算

制
の
企
業
経
営
を
し
て
い
る
た
め
、
企

業
を
成
り
立
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
前
提
に
あ
り
、
現
在
の

水
道
事
業
会
計
は
、
そ
の
よ
う
な
特
別

措
置
を
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
即
座
に
回
答
で
き
る
よ
う
な
状
況

に
は
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
委
員
か
ら
、
使
用
水
量

の
実
績
が
５
立
米
以
下
の
件
数
は
全
体

の
何
パ
ー
セ
ン
ト
な
の
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
そ
の
件
数

は
３
千
９
２
６
件
で
、
市
全
体
の
20
・

19
％
を
占
め
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
94
号　

指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

川
内
地
区
に
あ
る
市
営
牧
野
の
う
ち
川

内
町
板
家
戸
に
あ
る
川
内
第
１
牧
野
と

川
内
第
２
牧
野
の
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
の
３
か
年
を
、
平
成
19
年
度
か
ら
平

成
21
年
度
ま
で
の
３
か
年
に
引
き
続
き

川
内
地
区
牧
野
管
理
組
合
を
指
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

本
年
７
月
に
公
募
を
行
な
っ
た
が
応
募

は
１
件
の
み
で
、
ま
た
、
指
定
管
理
料

に
つ
い
て
は
年
４
３
９
万
８
千
円
で
あ

る
。
な
お
、
平
成
19
年
度
か
ら
こ
れ
ま

で
の
当
該
組
合
の
管
理
の
状
況
は
良
好

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
当
該

組
合
の
組
合
員
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
９
名
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
99
号　

市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
ま
ず
、

中
央
団
地
19
号
線
か
ら
中
央
団
地
22
号

線
、
若
松
町
連
絡
10
号
線
お
よ
び
若
松

町
連
絡
11
号
線
の
６
路
線
は
都
市
計
画

法
に
か
か
る
開
発
行
為
に
よ
り
市
に
帰
属

さ
れ
た
路
線
で
あ
り
、
住
宅
の
連
立
に
伴

い
生
活
道
路
と
し
て
非
常
に
重
要
な
路
線

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
市
道
に
認
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
中
央
連
絡
線
に

つ
い
て
は
、
平
成
19
年
、
平
成
20
年
の
２

か
年
で
道
路
整
備
し
た
路
線
で
あ
り
、
山

田
町
１
号
線
か
ら
山
田
町
18
号
線
ま
で
の

山
田
町
地
区
の
生
活
道
路
18
路
線
に
つ
い

て
は
、
側
溝
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
順
次

舗
装
整
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
市
道

認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
中
央
地

区
５
路
線
は
延
長
５
８
２・１
メ
ー
ト
ル
、

若
松
町
地
区
２
路
線
は
延
長
２
０
２・
４

メ
ー
ト
ル
、
山
田
町
地
区
18
路
線
は
延

長
１
千
９
４
７
・
１
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て

い
る
。
次
に
、
桂
川
目
連
絡
線
に
つ
い
て

は
、
樺
山
地
区
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
関
根
方
面
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
の
旧
道

部
分
で
、
平
成
21
年
10
月
14
日
に
下
北

地
域
県
民
局
長
か
ら
、
こ
の
地
区
の
国
道

２
７
９
号
の
旧
道
部
分
の
改
良
工
事
が
完

了
し
た
こ
と
か
ら
旧
道
の
移
管
に
つ
い
て

協
議
が
あ
っ
た
路
線
で
あ
り
、
旧
道
処
理

事
務
手
続
に
基
づ
き
、
延
長
２
２
４・
０

メ
ー
ト
ル
を
市
道
と
し
て
維
持
管
理
す

る
た
め
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

全
て
合
わ
せ
る
と
26
路
線
で
、
実
延
長

２
千
９
５
５
・
６
メ
ー
ト
ル
に
な
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
１
０
４
号　

平
成

21
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
魚
市
場
運
営
審
議
会
委
員
に
か
か

る
費
用
弁
償
の
積
算
誤
り
を
更
正
す
る

も
の
で
、
歳
出
予
算
の
組
み
か
え
に
よ

り
措
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
魚
市
場
運

営
審
議
会
委
員
の
旅
費
に
か
か
る
費
用

弁
償
の
日
当
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
額

の
１
千
５
０
０
円
は
合
併
前
の
旧
大
畑

町
の
日
当
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
、
ま

た
、
車
賃
も
無
支
給
で
合
併
後
も
修
正

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
現
在
に
至
っ
て
お

り
、
魚
市
場
運
営
審
議
会
の
開
催
を
平

成
22
年
３
月
に
予
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
費
用
弁
償
の
適
正
化
を
図
る
た
め

12
月
補
正
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
歳
入
に
か
か
る
変
更
は
な

く
歳
出
の
み
の
補
正
と
な
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
１
０
５
号　

平
成
21

年
度
む
つ
市
用
地
造
成
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平

成
22
年
３
月
31
日
付
け
を
も
っ
て
、
む

つ
市
用
地
造
成
事
業
会
計
を
廃
止
す
る

に
当
た
り
、
本
会
計
の
清
算
の
た
め
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
大
幅
な
増
額

を
見
込
み
、
関
係
科
目
の
補
正
を
す
る

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
３
議
案
に
対
し
て
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り



( 1 6 )( 1 7 )

ま
し
た
議
案
３
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
12
月
７
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
90
号　

む
つ
市
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
、
さ
き
の
第
２
０
１
回
定
例

会
で
、
一
部
改
正
し
た
本
条
例
に
つ
い

て
示
さ
れ
た
準
則
に
つ
い
て
、
一
部
訂

正
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
所
要
の
条
文
整

備
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
制
度
に
よ
り
支
給
さ
れ

る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
を
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
の
支
給
額
か
ら
控
除
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
対
象
者
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
の
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
受
診
時
に
、
国

民
健
康
保
険
の
医
療
費
を
支
払
い
、
そ
の

後
そ
の
医
療
費
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
を
償
還
し
て
も
ら
う
た
め
の
高
額
介
護

合
算
療
養
費
申
請
に
係
る
手
間
が
省
け

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
95
号　

下
北
圏
域
介

護
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
お
よ
び
議
案
第
96
号　

下
北
圏

域
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
共
同
設

置
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、２
議
案
と
も
市
本
庁
舎
移
転
に
伴
い
、

認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
に
規
定
す

る
執
務
場
所
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
２
議
案
に
対
し
て
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

懲
罰
特
別
委
員
会

　

懲
罰
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
む
つ
市
議
会
第
２
０
１
定
例
会
に
お

い
て
「
新
谷
泰
造
議
員
に
対
す
る
懲
罰

動
議
」に
つ
い
て
、
委
員
会
で
の
審
査

が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
規
則
第

40
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
審
査
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
９
月
16
日
に
10

人
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
以
後
、

10
月
20
日
、
10
月
30
日
、
そ
し
て
11
月

19
日
の
３
回
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
30
日
の
委
員
会
で
は
、

新
谷
泰
造
議
員
か
ら
の
申
し
出
を
受
け

一
身
上
の
弁
明
を
許
可
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
懲
罰
を

科
す
べ
き
も
の
と
認
め
、
そ
の
処
分
は

地
方
自
治
法
第
１
３
５
条
第
１
項
第
１

号
の
規
定
に
定
め
る
「
公
開
の
議
場
に

お
け
る
戒
告
」と
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
懲
罰
特
別
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

戒
告
文

　

む
つ
市
議
会
第
２
０
１
回
定
例

会
で
の
９
月
11
日
に
お
け
る
一
般
質

問
に
お
い
て
、
議
会
運
営
の
ル
ー
ル

を
無
視
し
て
質
問
を
行
な
っ
た
こ
と

で
、
質
問
と
答
弁
が
そ
の
体
を
な
し

て
お
ら
ず
、
議
場
を
騒
然
と
さ
せ
著

し
く
議
場
の
秩
序
と
議
会
の
品
位
を

乱
し
た
言
動
、
行
為
は
重
大
な
問
題

で
あ
り
、
議
員
の
職
分
に
か
ん
が
み

誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
法
第

１
３
５
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
に

よ
り
戒
告
す
る
。

平
成
21
年
11
月
27
日　

む
つ
市
議
会

議

案

審

議

議　

案

▼
む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

青
森
県
人
事
委
員
会
の
県
に
対
す

る
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
勧
告
に

か
ん
が
み
、
市
職
員
に
適
用
さ
れ
る

給
料
表
、
住
居
手
当
の
額
な
ら
び
に

期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当
の
支
給

割
合
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
む
つ
市
教
育
委

員
会
教
育
長
の
給
与
お
よ
び
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

市
長
、
副
市
長
お
よ
び
公
営
企
業

管
理
者
な
ら
び
に
教
育
委
員
会
教
育

長
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
国

家
公
務
員
の
勤
務
時
間
が
短
縮
さ
れ

た
こ
と
に
準
じ
、
市
職
員
の
勤
務
時
間

を
改
め
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の

条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
育
英
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

当
市
の
人
材
育
成
に
と
い
う
趣
意

を
も
っ
て
、
杉
山
石
美
育
英
資
金
へ

１
３
０
万
４
千
５
２
２
円
、
青
森
県
す

し
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
下
北
支
部
育

英
資
金
へ
３
万
円
、
三
浦
元
直
育
英
資

金
へ
10
万
円
お
よ
び
オ
キ
サ
イ
ド
育
英

資
金
へ
５
万
円
の
寄
附
を
受
け
た
の
で
、

育
英
基
金
に
組
み
入
れ
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
営
ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
脇
野
沢
ス
キ
ー
場
を
廃
止

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
介
護
合
算

療
養
費
を
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
の
支
給
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
水
道
事
業
お
よ
び
用
地
造

成
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

用
地
造
成
事
業
を
廃
止
す
る
た
め

の
も
の

▼
む
つ
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
水
道
料
金
等
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
水
道
料
金
等
の
見
直

し
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
花
・
木
・
鳥
選
定
委
員
会

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

む
つ
市
を
象
徴
す
る
花
・
木
・
鳥

に
つ
い
て
、
新
た
に
制
定
し
た
こ
と

に
伴
い
、
選
定
委
員
会
を
廃
止
す
る

た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

川
内
第
１
牧
野
外
１
施
設
の
管
理

を
行
わ
せ
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
の
も
の

▼
下
北
圏
域
介
護
認
定
審
査
会
共
同

設
置
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

下
北
圏
域
介
護
認
定
審
査
会
の
執

務
場
所
で
あ
る
む
つ
市
役
所
本
庁
舎

が
移
転
し
た
こ
と
に
伴
い
、
同
審
査

会
共
同
設
置
規
約
を
変
更
す
る
た
め

の
も
の

▼
下
北
圏
域
障
害
程
度
区
分
認
定
審

査
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　

下
北
圏
域
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
会
の
執
務
場
所
で
あ
る
む
つ
市

役
所
本
庁
舎
が
移
転
し
た
こ
と
に
伴

い
、
同
審
査
会
共
同
設
置
規
約
を
変

更
す
る
た
め
の
も
の

▼
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
の

執
行
機
関
の
組
織
力
の
向
上
お
よ
び

連
携
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に

参
与
の
職
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
こ

と
に
伴
い
、
同
組
合
規
約
を
変
更
す

る
た
め
の
も
の

▼
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の

起
債
に
係
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て

　

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の

起
債
に
係
る
許
可
の
申
請
を
す
る
た

め
の
も
の

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

開
発
行
為
に
よ
り
市
に
帰
属
し
た

道
路
等
26
路
線
に
つ
い
て
、
新
た
に
市

道
路
線
の
認
定
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　

む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
12
月
22
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
む
つ
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
に
川
向
常
寛
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
12
月
22
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
む
つ
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
に
篠
﨑
慶
司
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
21
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
25
億
４
千
７
４
３
万
８
千

円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
21
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
０
円
補
正
）

▼
平
成
21
年
度
む
つ
市
用
地
造
成
事

業
会
計
補
正
予
算（
７
千
６
６
２
万

　

１
千
円
の
減
額
補
正
）

報　

告

▼
平
成
20
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
継

続
費
精
算
報
告
書

　

継
続
費
を
設
定
し
て
い
た
固
定
資

産
評
価
統
合
事
業
お
よ
び
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
が
平
成
20
年
度

で
完
了
し
た
の
で
、
報
告
す
る
も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
契
約

に
つ
い
て
（
市
立
大
湊
中
学
校
耐
震

補
強
お
よ
び
そ
の
他
改
修
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
工
事
内
容
の
見
直

し
に
伴
い
、
契
約
金
額
を
変
更
し
た

の
で
、
報
告
す
る
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
５
８
１
万
７
千
円
の
増
額

補
正
）

議
員
提
出
議
案

▼
む
つ
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
12
月
９
日
、
10
日
、

11
日
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
新　

谷　
　

功

▼
市
制
施
行
50
周
年
合
併
５
周
年
記
念

事
業（
イ
ベ
ン
ト
）に
つ
い
て

 

・
今
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
記
念
事
業
に
対

し
て
の
市
民
の
反
応
は

 

・
今
後
行
わ
れ
る
予
定
の
記
念
事
業
に
つ

い
て

▼
本
庁
舎
移
転
後
の
跡
利
用
に
つ
い
て

 

・
旧
む
つ
市
内
の
３
保
育
所
（
新
町
、
緑

町
、
横
迎
町
）の
統
合
建
設
が
考
え
ら

れ
な
い
か

▼
む
つ
市
職
員
の
服
務
に
つ
い
て

 

・
職
員
か
ら
の
意
志
表
示
に
つ
い
て

◎
鎌　

田　

ち
よ
子

▼
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

 

・
第
４
期
事
業
に
つ
い
て

 

・
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

▼
防
災
行
政
に
つ
い
て

 

・
災
害
弱
者
の
安
心
・
安
全
対
策
に
つ
い
て

▼
公
共
交
通
体
系
整
備
に
つ
い
て

 

・
利
便
性
向
上
と
活
用
に
つ
い
て

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

 

・
父
子
家
庭
支
援
に
つ
い
て

 

・
医
療
費
現
物
給
付
に
つ
い
て

◎
村　

川　

壽　

司

▼
道
路
状
況
の
諸
問
題
に
つ
い
て

 

・
下
北
縦
貫
道
路
完
成
の
見
通
し
に
つ

い
て

 

・
宇
曽
利
バ
イ
パ
ス
の
道
路
計
画
進
捗
状

況
に
つ
い
て

 

・
脇
野
沢
地
区
の
が
け
崩
落（
が
け
崩
れ
）

補
修
計
画
実
施
完
成
の
見
通
し
に
つ

い
て

▼
む
つ
市
の
税
収
入
を
増
や
す
た
め
の
一

工
夫
に
つ
い
て

 

・
北
海
道
芦
別
市
の
例
を
参
考
に
し
て
み

て
は
ど
う
か

▼
町
内
会
行
事
を
よ
り
一
層
活
発
化
す
る

た
め
に

 

・
市
職
員
を
含
む
公
務
員
の
積
極
的
な
参

加
に
つ
い
て

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
発
生
に
つ

い
て

 

・
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

 

・
学
習
進
度
の
状
況
な
ら
び
に
高
校
入
試

等
へ
の
対
策
に
つ
い
て

◎
新　

谷　

泰　

造

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
政
権
政
党
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

①
来
る
参
議
院
選
挙
で
民
主
党
の
候
補

者
を
応
援
す
る
の
か

 

・
国
会
答
弁
に
つ
い
て

①
鳩
山
首
相
、
大
臣
等
の
答
弁
に
つ

い
て

 

・
人
事
の
適
正
、
公
平
に
つ
い
て

①
市
長
の
親
族
の
方
の
再
就
職
の
継
続

的
雇
用
に
つ
い
て

②
指
定
管
理
施
設
の
人
事
の
指
導
、
関

与
に
つ
い
て

③
公
金
横
領
者
の
解
雇
に
つ
い
て

 

・
情
報
管
理
に
つ
い
て

①
公
金
横
領
者
の
氏
名
が
某
新
聞
に

記
載
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

 

・
指
定
管
理
施
設
の
理
事
者
の
９
７
０
万

円
横
領
事
件
後
の
指
定
管
理
料

５
０
０
万
円
の
支
払
い
に
つ
い
て

▼
財
政
再
建
に
つ
い
て

 

・
む
つ
総
合
病
院
の
黒
字
と
む
つ
市
の
負

担
金
に
つ
い
て

 

・
赤
字
解
消
計
画
と
使
用
済
み
核
燃
料

中
間
貯
蔵
施
設
の
着
工
延
期
に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

 

・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
指
定
管
理
に
つ

い
て

①
１
億
１
千
５
０
０
万
円
の
本
事
業
と

３
千
８
８
０
万
円
の
自
主
事
業
の
区

別
等
に
つ
い
て

②
自
主
事
業
の
１
千
３
７
０
万
円
の
利

益
に
つ
い
て

 

・
陸
上
競
技
場
等
の
む
つ
地
区
体
育
施

設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
赤
字
は
あ

る
の
か

▼
本
庁
舎
の
管
理
に
つ
い
て

 

・
維
持
管
理
費
は
見
積
り
の
４
千
６
０
０

　

万
円
で
足
り
る
の
か

▼
脇
野
沢
地
区
の
廃
棄
物
不
法
投
棄
に
つ

い
て

 

・不
法
投
棄
関
係
者
の
刑
事
的
、
道
義
的
、

政
治
的
、
社
会
的
責
任
に
つ
い
て

①
市
長
に
対
し
旧
脇
野
沢
村
議
会
の
議

決
に
関
す
る
資
料
の
提
出
は
あ
っ
た

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り



( 1 8 )( 1 9 )

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する各種情報

を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議録も順次

掲載しており、一般質問における質疑応答についても詳しく掲載さ

れています。ぜひ一度ご閲覧ください。

    むつ市ホームページ
　   　    http://www.city.mutsu.lg.jp/  からご覧ください

議 会 だ よ り

Ａｍｙと気軽に何でもトーキング  ～今月は市本庁舎でも開催しています～

　『英会話教室って、何か難しそうだなぁ～』なんて思っている方、気軽に外国人とおしゃべりしてみませんか？

　申し込みは不要です。会場にいる私（市国際交流員のエイミー・ミラー〈Amy Miller〉）に日本語でも英語でも

構いませんので、ぜひ声を掛けてみてください。

〈いつ・どこで〉

  2 月 2 日（火）・市立図書館

  2 月 9日（火）・中央公民館

  2 月 16 日（火）・市本庁舎図書コーナー

  2 月 23 日（火）・市本庁舎図書コーナー

　※時間はいずれも午前 10時～ 11時 30 分

※お好きな時間だけで構いません。複数のお客様がいらっしゃったときは、みんなで一緒に会話をする形式にな

りますのでご了承ください。

Let 's 国 際 交 流  ～国際交流員 エイミー・ミラーからのお知らせ～

ワンポイント・アメリカン・カルチャー

　この時期は風邪をひいている人が多くて、アメリカではくしゃみをした後に回りの人は必ず「Bless 

you」または「Gesundheit」を言います。Bless youは「お大事に」というような意味でGesundheit は

ドイツ語で「健康」という意味らしいです。

　でも、あまり意味を気にせず、とにかくくしゃみをした後にBless youと言って

あげるのが礼儀なので、ずっと言ってきました。周りの人が言わないと何か寂しいけ

ど、逆に日本人はくしゃみをした後に急に「bless you」と言われてもびっくりする

だけでしょうね。

〈問合せ・申込先〉
市秘書課国際交流担当

( 22-1111 内線 1115

中央公民館からの
お知らせ

(24-1224

 第25回 むつ・下北地区
　　 　　子ども会郷土芸能発表会

　今年で25回目を迎えた『むつ・下北地区 子ども会郷土

芸能発表会』。

　昨年度から入場券を発行していません。当日会場にお

越しいただき、子どもたちの日ごろの練習の成果をどう

ぞご覧ください。

〈い　つ〉２月7日（日） 午後１時～3時

〈どこで〉下北文化会館大ホール

〈出演団体・演目〉

・奥内山鳩子ども会「つきあげ三番叟」

・中島杉の子子ども会「大畑八幡宮例祭 中島山祭り囃子」

・大間町子ども会育成連絡協議会「もちつき踊り」

・小田野沢子ども会「つきあげ三番叟」

・易国間子供会「易国間大石神社神楽」

・古佐井地区連合子ども会「祭囃子」

・愛波子ども会「船山祭囃子」

　※プログラム順ではありません

第31回 むつ市婦人芸能発表会
　むつ市連合婦人会では、郷土芸能や新舞踊、合唱等、

日ごろの練習の成果をご覧いただきたく芸能発表会を開

催します。たくさんのご来場をお待ちしています。

〈い　つ〉２月14日（日） 12時 30分～

〈どこで〉下北文化会館大ホール

〈入場券※全席指定〉

・700円席 … １階

・600円席 … ２階前席

・500円席 … ２階後席

〈入場券購入場所〉各地区婦人会

　※下北文化会館でも一部取り扱っています
数に限りがありますのでお早めにお買い求めください

◎問合せは各地区婦人会までお願いします

の
か

②
廃
棄
物
不
法
投
棄
は
川
内
町
、
大
畑

町
に
も
あ
る
の
か

③
廃
棄
物
処
理
費
６
億
２
千
万
円
の
損

害
の
回
収
に
つ
い
て

▼
道
路
整
備
に
つ
い
て

 

・
私
道
の
整
備
に
つ
い
て

①
私
道
整
備
補
助
金
交
付
制
度
よ
り
進

ん
だ
制
度
の
新
設
に
つ
い
て

◎
冨　

岡　

幸　

夫

▼
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
市
民
の
提
案
を
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か

 

・
む
つ
市
長
期
総
合
計
画
と
公
約
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て

 

・
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

▼
職
員
採
用
に
つ
い
て

 

・
年
齢
別
、
地
位
職
別
の
構
成
に
つ
い
て

▼
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

 

・
副
市
長
二
人
制
に
つ
い
て

▼
観
光
行
政
に
つ
い
て

 

・
大
間
〜
函
館
間（
国
道
）フ
ェ
リ
ー
存
続

と
広
域
観
光
圏
に
つ
い
て

◎
中　

村　

正　

志

▼
人
口
減
少
下
に
お
け
る
持
続
可
能
な

自
治
体
経
営
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
の
人
口
減
少
に
つ
い
て

 

・
人
口
減
少
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
の
持
続
可
能
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

▼
公
益
法
人
制
度
改
革
に
つ
い
て

 

・
そ
の
概
要
に
つ
い
て

 

・
各
法
人
の
現
況
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
と
し
て
の
支
援
、
取
り
組
み
に

つ
い
て

▼
公
費（
公
金
）に
つ
い
て

 

・
公
費（
公
金
）支
出
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て

 

・
職
員
に
対
す
る
公
費
助
成
に
つ
い
て

 

・
市
長
交
際
費（
公
私
の
区
別
）に
つ
い
て

◎
野　

呂　

泰　

喜

▼
市
民
の
安
心
、
安
全
に
つ
い
て

 

・
砂
防
ダ
ム
工
事
に
つ
い
て

 

・
国
道
３
３
８
号
、
大
湊
小
学
校
付
近
の

道
路
幅
拡
張
に
つ
い
て

 

・
臨
港
道
路
３
号
線
（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
前
道
路
）の
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

① 

下
北
駅
方
面
へ
の
道
路
整
備
に
つ

い
て

② 
大
湊
方
面
の
残
り
の
道
路
整
備
に

つ
い
て

▼
一
般
廃
棄
物
む
つ
市
指
定
ご
み
袋
に
つ

い
て

 

・
指
定
ご
み
袋
の
販
売
価
格
に
つ
い
て

 

・
指
定
ご
み
袋
の
平
成
20
年
度
、
21
年
度

の
販
売
数
、
売
上
金
額
に
つ
い
て

◎
目　

時　

睦　

男

▼
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

 

・
今
年
度
が
最
終
年
度
の
行
政
改
革
実

施
の
検
証
結
果
と
赤
字
解
消
へ
の
効

果
は
い
か
に

 

・
今
後
公
募
に
よ
る
委
員
を
過
半
数
と
し

た
行
財
政
改
革
審
議
会
を
設
置
す
る

考
え
が
な
い
か

 

・
財
政
運
営
の
透
明
性
・
公
開
性
を
図
る

た
め
、
事
業
仕
分
け
を
導
入
す
る
考

え
が
な
い
か

▼
公
共
施
設
使
用
料
金
の
減
免
に
つ
い
て

 

・
障
害
者
団
体
等
、
福
祉
団
体
の
公
共
施

設
使
用
料
を
免
除
す
る
考
え
が
な
い
か

▼
一
般
廃
棄
物
処
理
行
政
に
つ
い
て

 

・
指
名
競
争
入
札
で
事
業
の
継
続
性
・
安
定

性
が
ど
う
図
ら
れ
る
の
か
理
由
を
示
せ

 

・
予
定
価
格
積
算
の
根
拠
・
基
準
を
示
せ

 

・
収
集
運
搬
量
の
実
績
精
算
を
し
な
い
で

見
込
量
に
よ
る
当
初
契
約
金
額
を
変

更
し
な
い
の
は
な
ぜ
か

 

・「
第
２
類
収
集
運
搬
業
務
委
託（
大
畑
）」

を
中
止
も
し
く
は
打
ち
切
り
を
せ
ず
、

変
更
契
約
を
選
択
し
た
理
由
を
示
せ

 

・
契
約
方
法
等
を
含
め
業
務
委
託
全
般

を
見
直
す
考
え
が
な
い
か

◎
浅　

利　

竹
二
郎

▼
む
つ
市
と
自
衛
隊
の
関
係
に
つ
い
て

 

・
陸
奥
湾
機
雷
戦
訓
練
お
よ
び
掃
海
特
別

訓
練
の
円
滑
な
実
施
に
つ
い
て

 

・
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お
け
る
海

賊
対
処
部
隊
等
海
外
に
派
遣
さ
れ
る

隊
員
の
留
守
家
族
に
対
す
る
市
長
の

思
い
に
つ
い
て

▼
新
庁
舎
、
旧
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
等

の
活
用
に
つ
い
て

 
・
新
庁
舎
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
今
後
の
整
備

見
通
し
に
つ
い
て

 
・
交
通
の
便
、
立
地
の
好
条
件
を
活
か
し

た「
道
の
駅
」的
発
想
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

の
活
用
に
つ
い
て

 

・
老
朽
化
し
た
市
民
体
育
館
の
建
て
か
え

を
念
頭
に
置
い
た
旧
庁
舎
の
全
面
的

解
体
に
つ
い
て

▼
空
き
家（
廃
屋
）対
策
に
つ
い
て

 

・
空
洞
化
す
る
地
域
の
空
き
家（
廃
屋
）の

実
態
に
つ
い
て

 

・
廃
屋
化
し
、
倒
壊
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
建
物
解
体
の
阻
害
要
因
は
何

か
に
つ
い
て

 

・
治
安
悪
化
の
懸
念
に
つ
い
て

◎
澤　

藤　

一　

雄

▼
政
権
交
代
と
公
共
事
業
の
あ
り
方
、
方

向
性
に
つ
い
て

 

・
川
内
ダ
ム
の
目
的
と
効
果
に
つ
い
て

 

・
公
共
下
水
道
の
将
来
見
通
し
に
つ
い
て

 

・
市
道
と
消
・
流
雪
溝
の
整
備
に
つ
い
て

▼
公
金
着
服
事
案
の
検
証
と
再
発
防
止

対
策
に
つ
い
て

 

・
検
証
と
対
策
は
い
か
に

 

・
責
任
の
所
在
と
処
分
は
適
正
か

 

・
庁
舎
の
人
事
配
置
と
業
務
の
実
態
を
把

握
し
て
い
る
の
か

◎
白　

井　

二　

郎

▼
都
市
計
画
と
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

 

・
現
在
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

 

・
税
の
収
納
と
支
出
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
表
彰
規
定
に
つ
い
て

 

・
技
能
者
、
技
術
者
の
表
彰
規
定
と
育
成

に
つ
い
て

▼
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

 

・
市
と
企
業
の
協
定
に
つ
い
て

◎
工　

藤　

孝　

夫

▼
交
通
行
政
に
つ
い
て

 

・
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
「
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
」の
進
捗
に
つ
い
て

 

・
Ｊ
Ｒ
幹
線
バ
ス
と
の
接
続
に
つ
い
て

 

・
診
療
所
受
診
の
利
便
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
行
財
政
に
つ
い
て

 

・
新
政
権
に
よ
る「
事
業
仕
分
け
」と
市
の

事
業
計
画
へ
の
影
響
に
つ
い
て

 

・
市
以
外
の
事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

▼
公
共
建
築
物
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

 
・
市
お
よ
び
国
・
県
管
理
の
橋
の
補
修
、

点
検
の
現
状
に
つ
い
て

 

・
学
校
、
保
育
所
、
公
園
等
に
つ
い
て

◎
横　

垣　

成　

年

▼
釜
臥
山
Ｆ
Ｐ
Ｓ
５
レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て

 

・
同
レ
ー
ダ
ー
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
の
木「
ひ
ば
」に
つ
い
て

 

・
ヒ
バ
の
苗
木
へ
の
補
助
金
創
設
に
つ
い
て

 

・
日
本
の
三
大
美
林
ヒ
バ
の
Ｐ
Ｒ
強
化
と

市
民
へ
の
啓
蒙
に
つ
い
て

▼
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
つ
い
て

 

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
状
況
と
助

成
に
つ
い
て

 

・
高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の

充
実
に
つ
い
て

▼
市
民
体
育
館
に
つ
い
て

 

・
同
体
育
館
の
改
修
に
つ
い
て
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  ～一部事務組合下北医療センターから～ 決算および資金不足比率についてお知らせします

〈詳しくは〉
一部事務組合下北医療センター

事業本部事務局
(22-2111内線 3233

　平成21年 9月 29日開催の一部事務組合下北医療センター議会第113回定例会において認定された

平成20年度決算および資金不足比率をお知らせします。

 【平成 20年度決算】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

施設名 収益 費用 純損益 不良債務（資金不足） 不良債務比率

下北医療センター 12,513,168 11,920,546 592,622 5,975,406 57.9％

むつ総合病院 9,982,460 9,011,312 971,148 △29,612 －

川内病院（21年度～診療所） 578,688 801,874 △223,186 1,560,956 281.7％

むつリハビリテーション病院 77,465 52,316 25,149 3,686 －

大畑診療所 438,326 609,422 △171,096 2,454,946 606.1％

脇野沢診療所 165,078 216,794 △51,716 836,899 548.6％

大間病院 973,474 972,791 683 337,326 43.0％

風間浦診療所 47,457 34,145 13,312 621,475 －

佐井地区診療所 98,597 71,988 26,609 203,681 613.7％

東通地区診療所 91,001 91,000 1 △530 －

事業本部事務局 60,622 58,904 1,718 △13,421 －

※不良債務比率は、医業収益に占める不良債務の割合です。むつリハビリテーション病院、風間浦診療所および東通地
区診療所の不良債務比率は、３施設とも利用料金制による指定管理者制度を導入している関係で対象から除外してい
ます。しかし、むつリハビリテーション病院と風間浦診療所に不良債務（資金不足）があることに変わりありません。
※不良債務とは、一般会計の実質赤字と同じ意味です。

◎用語解説

　○ 企業債 …………… 施設整備、医療機器等購入のために国などから借りた借金のことです。

　○ 負担金・補助金 … 一般会計が決められた基本的な考え方に沿って負担する収入のことです。

　○ 建設改良費 ……… 施設の建設や改良、医療機器等の購入経費のことです。

　○ 企業債償還金 …… 企業債として借り入れた借金の返済（元金）のことです。家計に例えるとローン返済のことです。

　○ 投資 ……………… 他団体への出資金や基金へ積立するための経費のことです。

　○ 補てん財源 ……… 収支不足分を補う財源のことです。財源がなければ一時借入金（借金）をすることになります。

　・収入12,513,168千円

　・支出11,920,546千円

入院収益（48.3％）
6,040,793千円

外来収益（30.7％）
3,839,907千円

市町村繰入金（14.8％）
1,849,568 千円

補助金（2.6％）
326,586千円

その他（3.6％）
456,314千円

給与費（48.5％）
5,785,555千円

材料費〈薬品等〉（26.8％）
3,190,952千円

減価償却費（4.8％）
577,369千円

その他（15.8％）
1,881,810千円

支払利息（4.1％）
487,860千円 592,622千円

純
利
益

◆ 収益的収支の状況

◆ 資本的収支の状況

　・収入1,396,429千円

　・支出1,658,563千円

企業債（31.0％）
432,200千円

負担金（31.7％）
442,909千円

補助金（36.6％）
511,320千円

固定資産売却代金（0.7％）
10,000千円

内部留保資金177,086千円
一時借入金 85,048千円

補てん財源
262,134千円

建設改良費（40.2％）
666,904千円

企業債償還金（38.1％）
631,659千円

投資（21.7％）
360,000千円

◆ 市町村繰入金の状況

　市町村繰入金総額2,792,477千円

　〈内訳〉

・収益的収支の市町村繰入金

1,849,568千円

・資本的収支の負担金

442,909千円

・資本的収支の補助金のうち

500,000千円

  【資金不足比率（財政健全化法に基づく）】

比率名 平成20年度 経営健全化基準

資金不足比率 51.8％ 20.0％

総　額
2,792,477千円

むつ市（84％）
2,345,806千円

その他（68％）
1,898,287千円

大間町（7％）
205,475千円

東通村（4％）
106,449千円

風間浦村（2％）
61,560千円

佐井村（3％）
73,187千円

不良債務解消分（32％）
894,190千円

資金不足比率 ＝ 
資金の不足額

事業の規模 

◆ 資金不足比率の推移
（単位 :％）

60.4

51.8

45.5

38.3

28.4

14.1

△0.4

△20

0

20

40

60

80

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

経営健全化基準ライン

※19、20年度は決算
21～ 25年度は公立病院改
革プランのシミュレーション
数値です

○ 資金不足比率とは … 公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況

の悪化度を示すものです。

○ 資金の不足額（法適用企業）＝（流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債の現在高

－流動資産）－解消可能資金不足額

※解消可能資金不足額：事業の性質上、事業開始後一定期間に構造的に資金の不足額が生じる等の事情がある場合にお

いて、資金の不足額から控除する一定の額（指定管理者の利用料金が該当）

○ 事業の規模（法適用企業）＝ 医業収益（入院・外来収益など）の額

－受託工事収益の額
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図書館からのお知らせ

             
            
　・・ 今月の新着案内 ・・  ※掲載しきれなかった新着図書は『図書館新着だより』（毎月発行・館内にて配布）をご覧ください

【  教 養 ・ 実 用  】

【  文 学 ・ 小 説  】

速効！図解Windows7

豆本づくりのいろは

勝ち負けから降りる生き方

裏から読むとおもしろい日本の歴史

知れば楽しくなる法令の雑学

なぜ若者は保守化するのか

60歳からの仕事

子どもと家族にやさしい社会フィンランド

頭のよい子が育つ片づけ術

くすりで脳症にならないために

インフルエンザは征圧できるのか

住まいの解剖図鑑

体にやさしい遅めの夜ごはん

奥薗流・いいことずくめの乾物料理

子どもが喜ぶ！ハッピー・イベントクッキング

くらしの花大図鑑

PB「格安・高品質」競争の最前線

パパママつくって！遊べる学べる段ボールおもちゃ

マスキングテープ活用帖

「鉄腕アトム」から「電脳コイル」へ

山崎豊子自作を語る 2

転移

冬の夢

初夜

魔法使いクラブ

ガールズ・ストーリー

旧友は春に帰る

下天を謀る 上・下

ＳＯＳの猿

白 鳥　 睦

赤 井　 都

二 神 能 基

歴史の謎研究会

法令読解研究会

山 田 昌 弘

清 家　 篤

渡 辺 久 子

飯 田 久 恵

浜　 六 郎

青 野 由 利

増 田　 奏

検見崎　聡　美

奥 薗 寿 子

葛　 恵 子

講 談 社

日本経済新聞社

石　倉　ヒロユキ

学研パブリッシング

辻　 真 先

山 崎 豊 子

中 島　 梓

スコット・フィッツジェラルド

イアン・マキューアン

青 山 七 恵

あさの　あつこ

東　 直 己

安　部　竜太郎

伊　坂　幸太郎

堕ちてゆく

産まない女

いつか響く足音

アカシアの花のさきだすころ

静人日記

結婚小説

ロスト・トレイン

ゼフィラム

敗者復活

インビジブルレイン

ビッチマグネット

球体の蛇

遥かなる水の音

アバター

すき・やき

かわうそ３きょうだい

ちか100かいだてのいえ

かかしのじいさん

ブルンディバール

であえてほんとうによかった

めっちゃくちゃのおおさわぎ

かあさんをまつふゆ

藤井旭の天文年鑑 2010年版

ランプの精リトル・ジーニー  13

氷の上のボーツマン

パパはじどうしゃだった

お姫様の憂鬱  2

ワイルドビースト  2

下北半島にて 1964～ 65年

岩　井　志麻子

栗　原　美和子

柴　田　よしき

辻　 仁 成

天 童 荒 太

中　島　たい子

中 村　 弦

楡　 周 平

藤 田 宜 永

誉 田 哲 也

舞　城　王太郎

道 尾 秀 介

村 山 由 佳

山 田 悠 介

楊 　 逸

あ べ 弘 士

いわい　としお

深 山　 さ く ら

トニー・クシュナー

宮 西 達 也

Ｋ．チュコフスキー

ジャクリーン・ウッドソン

藤 井　 旭

ミランダ・ジョーンズ

ベンノー・プルードラ

角 野 栄 子

あ し な が

ユ ウ

大 坂　 忠

【  児童・ティーンズ 】

【  郷 土 資 料  】

詳しくは市立図書館へ
(28-3500     28-3400
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　特別貸し出しのお知らせ ～本館のみの実施です～
　2月15日（月）から25日（木）にかけて蔵書点検等のため休館となり、ご利用のみなさまにはご不便をおかけします。

　そこで、図書館本館では特別貸し出し期間として、次のとおり貸出冊数を増やし貸出期限を延長して貸し出しします。

たくさんのご利用をお待ちしています。

　〈貸出期間〉2月 2日（火）～14日（日）

　〈貸出冊数〉 ○図書…10冊　○雑誌…6冊　○ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ・テープ…４点まで

　　　　　　  （通常時は図書５冊、雑誌３冊、ビデオ等２点まで）

　〈貸出期限〉 全資料…29日間 （通常時は図書・雑誌15日間／ビデオ等8日間）
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2月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

& 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28

※2月15日から25日まで蔵書点検等のため休館します

は休館日です。

 『文化財防火デー』に伴う文化財防火運動を行います
　昭和24年 1月26日、法隆寺金堂壁画が焼損したのを契機に、毎年1月26日を『文化財防火デー』と定め、全国的に

文化財防火運動を展開しています。

　市では、むつ・川内・脇野沢地区で文化財の防火訓練を実施します。「火災防ぎょ訓練」や、むつ地区では「柳町ひま

わり保育園園児による火の用心の呼びかけ」が行われます。お近くにお住まいの方は、お誘い合わせのうえ、多数ご参

加ください。

○むつ地区（訓練問合せ先・むつ消防署( 22-1680）

〈い　つ〉1月 26日（火） 午前10時～

〈どこで〉 田名部町常念寺

※常念寺には、国指定重要文化財「木造阿弥陀如来座像 (もく

ぞうあみだにょらいざぞう )」をはじめとした貴重な文化財

が保管されています

○川内地区（訓練問合せ先・川内消防分署( 42-3215）

〈い　つ〉1月 26日（火） 午前 9時～

〈どこで〉 川内八幡宮

※川内八幡宮には、市指定文化財「俳諧額」と「青面金剛五輪塔」

が保管されています

○脇野沢地区（訓練問合せ先・脇野沢消防分署( 44-2020）

〈い　つ〉1月 26日（火） 午前 9時 30分～

〈どこで〉九艘泊船小屋休憩所

※船小屋休憩所には、市指定文化財「木造和漁船」が保管され

ています

〈詳しくは〉
市生涯学習課( 22-1111内線 3144



( 2 4 )( 2 5 )

むつ市下北自然の家からのお知らせ

～レクリエーションミーティング 厳冬編～

 冬をエンジョイ！
　冬の自然と親しみ、人とのふれあいを深めながら思いっ

きりエンジョイ！「冬の野山de宝探し」や「Bom Bom

チューブ」などのメニューが盛りだくさんです。

〈い　つ〉2月 6日（土）午前8時 45分～午後3時 30分

〈どこで〉 むつ市下北自然の家（現地集合・現地解散）

〈対象〉 お友達同士（子どもも大人も）、親子など、どなたでも

〈定員〉100名 ※定員になり次第締切

〈参加費〉 中学生以上500円、小学生400円、幼児200円

　※昼食（バイキング）代として。麺バイキングもあります。

〈準備するもの〉 中ズック、着替え、汗ふきタオル

〈申込締切〉2月1日（月）

〈問合せ・申込先〉 下北自然の家 研修班

～目指せ！べこもち達人～

『べこもち作り体験教室』
　お子さん、お孫さんと一緒に『べこもち』を作ってみま

せんか？むつ市下北自然の家ならではのべこもち作り体

験をしてみましょう。

〈い　つ〉2月 20日（土）午前9時15分～午後1時 20分

〈どこで〉 むつ市下北自然の家（現地集合・現地解散）

〈対象〉 ご家族

〈定員〉15家族 ※定員になり次第締切

〈参加費〉1家族1,000円 ※材料費（もち粉等）として

〈食事代〉 小学生以上300円、幼児100円

〈準備するもの〉 中ズック、エプロン、三角巾

〈申込締切〉2月15日（月）

〈問合せ・申込先〉 下北自然の家内 （財）むつ市教育振興会

〈申込方法〉 氏名・年齢・住所・電話番号を電話またはFAX（申込書様式有）でお知らせください。

〈問合せ・申込先〉
むつ市下北自然の家  ( 34-6151   34-6152

〈詳しくは〉
むつ警察署( 22-1321

はい！こちら 110 番、警察です

1いちはやく1いそがず慌てず0冷静に
　110 番は、県内どこからかけても、青森市にあ

る警察本部につながります。

 ・あわてず、落ち着いて通報しましょう！

　110 番専門の警察官が順序立てて

話を聴きますので、はっきりとした

声で正確にお話しください。

【携帯電話利用時の注意事項】
◆通話中はできる限り場所を移動しないこと

◆場所の目標物・目印・地番等を確認すること

『トントゥの節分』～トントゥで鬼退治～

〈い　つ〉1 月 31 日（日）・午前 9時 30分～午後 3時

〈どこで〉 トントゥビレッジ

〈どんな〉 青森県ご当地ヒーロー「跳神ラッセイバー」と

一緒に鬼退治しよう！鬼の的あてでバレンタイ

ンチョコをゲットしよう！

〈入場料〉 無料

〈臨時駐車場〉

トントゥビレッジ駐車場が満杯の場

合は、東通村小田野沢漁民センター駐

車場をご利用ください。シャトルバス

は午前9時 20分から運行します。

〈問合せ先〉
〒039－4223下北郡東通村大字小田野沢字見知川山１－809

東通原子力発電所ＰＲ施設 『トントゥビレッジ』(48-2777

消防署からのお願い

　消防車や救急車は、住民の安全を守るため、一刻も

早く火災等の災害現場に急行し、被害を最小限に食い

止めたり、また、救急処置を行い、急病人などを速や

かに病院へ搬送しなければなりません。

　冬期間は、積雪により道路幅が狭くなり、さらに

路上駐車などにより、消防車や救急車の走行時に支

障をきたすことが予想されます。

　消防車や救急車等の円滑

な緊急走行のために、ご理

解とご協力をお願いします。

〈問合せ先〉
むつ消防署( 22-1680

『下北検定』を実施します！

　下北地域県民局では、下北の歴史・自然・文化などに関する『下北検定』を実施します。

　下北のことをどれだけ知っているか、あなたの『下北人度』を試してみませんか？

〈い　つ〉3 月 6日（土）・午前 11時～

※午前 10時 30 分から受付します

〈どこで〉 下北文化会館２階 大集会室・視聴覚教室

〈どんな〉

　「しもきた ～豊かさを求めて～」（むつ市まさかりプラザ内（社）むつ市観光協会

( 23-1311で 1月 25日から販売予定）、「ぐるりんしもきた」（青森県下北半島

旅ガイド・各市町村役場、観光施設等に配置）から、下北の歴史・自然・文化・

産業・人物などを題材にして 50問を出題します。

〈定　員〉100 人（先着順）

〈参加費〉 無料

〈申込方法〉 電話または FAX（氏名、住所、電話番号を明記）でお申し込みください。

〈問合せ・申込先〉
下北地域県民局地域支援室・神

( 22-1195　   22-1176

青森県立むつ高等技術専門校
　　　　平成22年度入校生募集！

〈募集定員〉 木造建築科・配管科  各 20 名

〈出願期限〉2 月 19 日（金）まで

〈訓練期間〉 木造建築科 … 2 年 ・配管科 … 1 年

〈出願資格〉

　木造建築科は中学校、高等学校卒業見込みまたは卒

業した方。配管科は離転職者等で職業に必要な技能お

よび知識を習得しようとする方（性別は問いません）。

〈出願手続〉

　願書に必要事項を記入し、木造建築科を受験する中

学校、高等学校卒業見込みの方は、持参または郵送で、

木造建築科、配管科を受験する卒業した方および離転職

者等は最寄りの公共職業安定所で手続きしてください。

〈試験日〉2 月 25 日（木）

〈問合せ・申込先〉
青森県立むつ高等技術専門校( 24-1234

City Information（２０１０年・第７１３号）City Information （２０１０年・第７１３号）
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ある日、ど
こ
か
で

あ
る
日
、

どこかで
12月 23日（祝）/ むつ市釜臥山スキー場 安全祈願祭

　12月にはめずらしく大雪に見舞われた当むつ市。

おかげで釜臥山スキー場は予定通り12月19日に

オープンを迎え、23日には多くの関係者が集まり

センターハウスで『むつ市釜臥山スキー場安全祈願

祭』が行われました。

　スキー場にとっては恵みの雪であり12月に予定どお

りオープンできるのは本当に久しぶりとのこと。芦崎湾

へのダウンヒルが楽しめる、すばらしいロケーションの

釜臥山スキー場。ぜひみなさんでお出かけください。

12月 28日（月）/ 駒谷麻紀選手 女子プロ野球入団報告

　むつ市制施行50周年・合併5周年を記念して行

われた第九演奏会。今年は地元の吹奏楽と共演、『吹

奏楽と合唱によるコンサート』として盛大に開催さ

れました。

　コンサートはコーラスのステージ、吹奏楽のス

テージ、第九第 4楽章の 3部構成で行われ、どの

ステージも下北の音楽の力を感じさせるすばらし

い演奏。会場いっぱいに集まった市民からは”ブラ

ボー”という声援が飛び交っていました。

12月 26日（土）/ 吹奏楽と合唱によるコンサート

12月 25日（金）/ 脇野沢温泉開館式

　老朽化により休館していたむつ市脇野沢温泉が

新築され、たくさんの市民のみなさんの前で開館式

が行われました。式典では、宮下市長をはじめ関係

者によるテープカットで温泉の再開を祝い、市長か

らは、「地元の人たちの強い要望があり立派な施設

が完成した。どうぞ湯につかって元気で長生きして

ください。」と挨拶がありました。

　式典終了後、それぞれが一番風呂に入り「あずま

しかったまたくるよ」と笑顔をみせていました。

　2010年 4月に開幕する女子プロ野球『京都アス

トドリームス』に入団が決まった駒谷麻紀選手（18

歳）が、むつ市長に入団の報告を行いました。

　駒谷選手は第三田名部小学校で野球を始め、田名

部中から埼玉栄高校へ進み、今年11月に行われた

合同トライアウト（入団テスト）を経て、念願の女子プ

ロ野球に投手として入団することとなりました。

　投手として『まずは1勝』を目指すという駒谷選

手。みんなで応援していきましょう！

1月3日（日）/ 新春 たこあげのつどい　～田名部高校グランド にて～

　曙町・古川町が子どもたちの健全育成を願い、お

正月に企画したこのつどいは、昨年に引き続き今年

が2回目となります。

　雪の子子ども会副会長の村上亜暢さん（第二田名部

小５年）は、「去年作ったお手製の凧を今年もあげま

す」と、誰よりも早く来てお父さんと凧の調整を開始。

　両町の子ども会と家族約40名のみなさんが色と

りどりの凧をあげると自然に笑顔や歓声がこぼれ、

日本の正月文化を満喫した楽しい1日となりました。

1月4日（月）/ 邦楽ミニコンサート『初春のしらべ』ほか　～市本庁舎市民ホール～

　市では、気軽に音楽を聴く機会を提供

するため市本庁舎市民ホールの一部を開

放しミニコンサートを開催していますが、

12月には『打楽器アンサンブルpoco a 

poco』によるクリスマスコンサート（写真下

左）、『むつ下北第九の会』によるピアノコ

ンサート、『冬々倶楽ブ』クリスマスライ

ブ（写真下右）が行われました。

　そして仕事始めの1月 4日には、箏

と尺八の邦楽ミニコンサート『初春のし

らべ』が行われ、新春らしい伝統的な音

色が庁舎内に流れました（写真上左右）。

　市広報広聴課（( 22-1111内線 2154）で
は、これからも市民ホールでミニコンサー

トを開催してくれる方を募集しています。

時間は毎月～金曜のお昼の約30分間。あ

なたのご応募をお待ちしています。

1月10日（日）/ 平成22年 むつ市成人式

　成人の日の1日前の1月10日、むつ市

成人式が下北文化会館で行われ、今年む

つ市では657人が成人を迎えました。

　オープニングは星美幼稚園の太鼓演奏

と五十丸祭組のよさこいソーラン。宮下

市長からは、ご両親に感謝の念を持ちつ

つ、今、この現在を大切に生きてほしい

との激励の言葉が送られました。

　その後、先輩からのメッセージとして

板橋かずゆきさんのステージ、最後はム

チュランも登場、みんなでふるさとを斉

唱して成人を祝いました。

　式典終了後、コミュニティーホールで

はむつ地区連合婦人会のみなさんによる

素麺の振舞いもあり、それぞれに心に残っ

た記念すべき日になったことと思います。
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不用品活用登録銀行
　市消費者の会では、物を大切に使おうと、不用品のあっ

せんをしています。お気軽にご連絡ください。なお、有

償での取り引きはご遠慮ください。

ゆずります（受付期間1月20日～1月27日）

家庭用電話機（子機付き）
赤ちゃん用歩行器

ゆずってください

三味線（壊れているものでも可）
セミダブルのマットレス、羽毛布団

電子ピアノ、洗濯機
電子レンジ、室内用物干し

〈詳しくは〉 
むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）

( 22-1111内線 2643

＜＜＜ =燃料価格ニュース =＞＞＞
1月1日現在・むつ地区平均価格（税込）

今月平均 価格の幅 前月平均

《灯　　油》☆ 1ℓローリー価格 65円 64 ～ 68 66円

☆ 18ℓ配達価格 1,211円 1,150 ～ 1,314 1,231円

《ＬＰガス》☆ＬＰガス５ｍ3 4,964円 4,830 ～ 5,093 4,964円

☆ＬＰガス 10ｍ3 8,035円 7,770 ～ 8,292 8,035円

《ガソリン》☆レギュラー 1ℓ現金 125円 123 ～ 127 127円

☆軽油 1ℓ現金 104円 102 ～ 106 106円

※むつ市消費者の会モニター調べ　

　はじめて参加される方は前もってご連絡ください。

　お花と手芸は材料費が必要です。

〈どこで〉

・老人憩の家『禄寿荘』（新　町）(23-5800

・老人憩の家『福寿荘』（川守町）(29-1800

〈詳しくは〉

　単位老人クラブ会長、または老人クラブ連合会会長

大畑敏和さん（(22-2749）へお問合わせください。

【 ２ 月 の 日 程 】

《禄寿荘》 禄寿荘の各教室は新しく会員を募集しています
お 花 教 室 ……… ４日（木）・１８日（木）
手 芸 教 室 ……… ２日（火）・１６日（火）
詩 吟 教 室 ……… ５日（金）・１９日（金）
踊 り 教 室 ……… １０日（水）・２４日（水）
お 茶 教 室 ……… １８日（木）・２５日（木）
習 字 教 室 ……… １２日（金）
コ ー ラ ス 教 室 ……… ８日（月）・２６日（金）
ダ ン ス 教 室 ……… １０日（水）・２４日（水）
カ ラ オ ケ 教 室 ……… ８日（月）・２２日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ２日（火）・１６日（火）
着 付 教 室 ……… ４日（木）・２５日（木）

〈時間〉

ダンス教室は午後１時～３時、カラオケ教室・囲碁

将棋教室は午後１時～４時、その他の教室は午前

10時～正午 ※お茶教室の18日は午後からとなります

《福寿荘》 福寿荘の各教室は新しく会員を募集しています
詩 吟 教 室 ……… ２日（火）・１６日（火）
俳 句 教 室 ……… ５日（金）・１９日（金）
日 舞 教 室 ……… １日（月）・１５日（月）
着 付 教 室 ……… ８日（月）・２２日（月）
唱 歌 教 室 ……… １９日（金）・２６日（金）
カラオ ケ 教 室 ……… １２日（金）・２５日（木）

〈時間〉

カラオケ教室は午後１時～４時、俳句教室は午前９

時30分～正午、その他の教室は午前10時～正午

生きがいサークル　　　　　
　　むつ市老人クラブ連合会

各 種 相 談 日 程

法律相談 市広報広聴課(22-1111内線2152

 2 月 26 日（金）場所は市民相談室。予約制です。相談の際

はできるだけ関係書類を持参してください。

法律相談 青森県弁護士会(017-777-7285

毎月第１・２金曜日 場所はむつ商工会議所。料金は5,000円、

予約制です。（扶助制度があります。）13:00 ～ 16:00

行政相談 市広報広聴課(22-1111内線2152

 2 月 15 日（月）場所は市民相談室。行政が行う仕事につ

いての各種相談を受けます。10:00 ～ 15:00

行政相談 大畑庁舎管理課(34-2111

 2 月 12 日（金）場所は大畑庁舎1階小会議室。行政が行

う仕事についての各種相談を受けます。9:00 ～ 12:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局(23-3202

土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎３階相談室。家族間や近隣関係

のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。8:30 ～ 17:15

人権相談 大畑庁舎管理課(34-2111

 2 月 12 日（金）場所は大畑庁舎3階。家族間や近隣関係のこと、

学校や職場内のことなどの相談を受けます。10:00 ～ 15:00

心配ごと・結婚相談 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話 (22-2731

月 ～ 金 曜 日 場所はむつ市本庁舎社会福祉協議会内。

祝日、第３木曜日は休み。10:00 ～ 15:00

教育相談 相談専用電話(22-0974

月 ～ 金 曜 日 場所は教育研修センター。予約制です。祝日は休み。

中学生までの教育に関する相談に応じています。9:00 ～ 16:00

こころの健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

毎月1回開催 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約制です。

心の悩み、心の病気、認知症等の相談を随時受けます。（お問い合わせください）

女性の健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

 2 月 18 日（木） 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約制です。

女性の心身の健康に関する相談に応じます。10:00 ～ 12:00

City Information （２０１０年・第７１３号）

む つ 科 学 技 術 館

だ

よ

り

【 冬季イベント（無料開放）のご案内 】

　むつ科学技術館では、2月14日（日）に『冬季イベ

ント』（無料開放）を開催します。

　コミュニケーションシアターでの映画上映、ちびっ

こ工作教室「オリジナルマグカップをつくろう！」（中

学生以下対象、参加費は100円）、１日サイエンスクラブ「ソー

マキューブをつくろう！」や理科実験・観察「超低温の世界

を調べよう」や「真空の世界を調べよう」など、お子さまか

ら大人の方までお楽しみいただける企画がいっぱいです。

　ぜひ、ご家族やお友達と一緒

に遊びに来てくださいね！詳し

くは当館までお気軽にお問い合

わせください。

第27回 木曜クラブ杯争奪卓球大会
　『卓球を楽しむ』ことに主眼をおいて開催しています。お

友達を誘って参加してみませんか？

　〈い　つ〉2月 21日（日）・午前9時 （8時 30分～受付）

　〈どこで〉 むつ市民体育館
　〈参加費〉1チーム3,000円 (1チーム3人の団体戦・社会人に限る )

　〈申込締切〉2月12日（金） 
 　　　※個人での参加もO K（参加費1人1,000円）

〈問合せ・申込先〉
木曜クラブ・川西( 22-2176・高森( 24-5480

【 遊んでみよう！～見えないクッション～ 】

　むつ科学技術館の一階「自然の不思議な世界」のコー

ナーでは、実際に自分で動かして科学の不思議を楽しめ

る展示品が約30点あります。今回はその中の１つをご

紹介します。

☆シャボン玉を作って、円筒状の透明

な容器の中にそっと浮かべてみよう。

　容器を横から見ると、シャボン玉は沈

まず空中で浮かんだ状態になります。

　大きなシャボン玉の中には空気が入っています。透明

な容器の中の底にはドライアイスが置いてあり、ドライ

アイスからは二酸化炭素が発生します。二酸化炭素は空

気よりも約1.5倍重いため、容器の底にたまっています。

容器の中にシャボン玉を入れると、二酸化炭素よりも軽

い空気の入ったシャボン玉に浮力が生じて浮かんだ状態

になるのです。

　透明なシャボン玉がふわふわ浮いている様子はとても

きれいで、人気の高い展示物です。

　ぜひ科学館に見に来てくださいね♪

〈問合せ先〉
むつ科学技術館　(25-2091
　　　　　　　　   25-2092

: http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm
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お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課(22-1111 内線 2573・2582
 川内庁舎市民福祉課                       (42-2111
 総合福祉センター（ふれあいかん） (34-6611
 脇野沢庁舎市民福祉課                  (44-2111

悩みごとなど 相談窓口 電話番号 受付時間等

『死にたいくらい、
　　　　　　つらい』 ⇒

NPO法人あおもりいのちの電話相談 (  0172-33-7830 毎日12:00～ 21:00

『自殺予防いのちの電話』
社会福祉法人いのちの電話

  0120-738-556
通話料無料

毎月10日8:00～翌日8:00

『眠れない…』
『ひどく落ち込む…』
『これって、うつ？』

⇒

青森県立精神保健福祉センター
こころの電話

(  017-787-3957
(  017-787-3958

9:00～16:00
※土日、祝日、年末年始を除く

むつ保健所 (  24-1231
8:30～17:30
※土日、祝日、年末年始を除く

市健康推進課 (  22-1111内線 2572

8:30～17:15
※土日、祝日、年末年始を除く

川内庁舎市民福祉課 (  42-1111

大畑庁舎市民福祉課 (  34-6611

脇野沢庁舎市民福祉課 (  44-2111

『夫等の暴力が…』
『セクハラにあって』

⇒

女性の人権ホットライン
青森地方法務局

(  0570-070-810
8:30～17:15
※土日、祝日、年末年始を除く

青森県警察本部
こども・女性安全推進室

(  017-723-4211
内線 3029

8:30～17:30
※土日、祝日、年末年始を除く

青森県女性相談所 (  017-781-2000
平日8:30～ 20:00
土日祝日9:00～18:00

青森県女性相談所
DVホットライン

  0120-87-3081
通話料無料

24時間受付

男女共同参画センター
（アピオあおもり）相談室一般相談

(  017-732-1022
9:00～16:00
※水曜日、年末年始を除く

市児童家庭課 (  22-1111内線 2518
8:30～17:15
※土日、祝日、年末年始を除く

『借金（多重債務）が…』 ⇒

青森県司法書士会
（最寄りの司法書士を紹介します）

  0120-940-230
通話料無料

9:00～16:00
※土日、祝日、年末年始を除く

青森県消費生活センター
むつ相談室

(  22-7051
9:00～17:00
※土日、祝日、年末年始を除く

『生活保護のことで』
『生活に困って』 ⇒ 市生活福祉課 (  22-1111内線 2541

8:30～17:15
※土日、祝日、年末年始を除く

『虐待かな？』 ⇒
むつ児童相談所

  0120-72-6552
通話料無料

24時間受付

市児童家庭課 (  22-1111内線 2518
8:30～17:15
※土日、祝日、年末年始を除く

『虐待かな？』
『いじめで困って…』 ⇒

子ども人権110番
青森地方法務局

  0120-007-110
通話料無料

8:30～17:15
※土日、祝日、年末年始を除く

青森県警察本部
『ヤングテレホンコーナー』

  0120-58-7867
通話料無料

8:30～17:00
※土日、祝日、年末年始を除く

『いじめで困って…』 ⇒

県教育庁学校教育課
『いじめ相談電話24』

(  017-734-9188 24時間受付

市教育委員会学校教育課 (  22-1111内線 3136
8:30～17:15
※土日、祝日、年末年始を除く

『こころの相談窓口電話番号一覧』
～お気軽にご利用ください～

　 話してください、あなたの気持ち。
  　　　　　　　  聴かせてください、その悩み。

　一人で悩まず、まずは相談してください。私たちが、しっか

りと受け止めます。専門外の相談は、必要に応じて専門の窓口

と連携して応えます。だから、話してください。私たちと一緒

に考えましょう。

２ 月 の 在 宅 当 番 医
　時間は午後７時から午後10時までです。また、都合により当番医が変

更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク

村中内科・心療内科医院

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック

ちば小児科アレルギー科クリニック

柳谷ひ尿器科皮ふ科クリニック

( 28-4550

( 23-0120

( 23-0033

( 33-8001

( 24-2055

☆　    ７　日（日）

☆　11 日（祝）

☆　14 日（日）

☆　21 日（日）

☆　28 日（日）

今月の“ピカピカ賞”
　12月の３歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろん

のこと、治した歯が１本もないお子さん達です。これから

も”ピカピカの歯”を大切にしてくださいね！

安　藤　さくら ちゃん 畑 中 瀧 牙 くん

金 子 有 希 ちゃん 高 田 七 海 ちゃん

帷 子　　 瞳 ちゃん 岡 本 紗 樹 ちゃん

本 田 昊 平 くん 木 下 涼 香 ちゃん

蛇 沼 瑛 太 くん 秋 田　　 咲 くん

石　澤　希乃花 ちゃん 石 山 聖 也 くん

笹 森 小 夏 ちゃん 石 山 円 花 ちゃん

小 林 瑞 季 ちゃん 舘 田 俊 也 くん

深 堀 那 南 ちゃん 眞 壁 光 寿 ちゃん

　～ お子さんの歯みがき後は、お家の方の

 　  　　　　　 仕上げみがきを習慣にしましょう！～

下北文化会館・大ホール2月の催し物案内

〈詳しくは〉

下北文化会館 (22-8411

J 4日 （木） 19:00 ～……………………………………《 右記参照 》

 下北文化会館自主事業

 『木村 大 ギターリサイタル 2010』 

J 7日 （日） 13:00 ～15:00 ………………………………《入場無料》

 第25回 むつ・下北地区子ども会郷土芸能発表会

J 11日 （木） 14:00 ～16:00 ………………………………《要整理券》

 海上自衛隊大湊音楽隊 市民とのふれあいコンサート

J 14日 （日） 12:30 ～15:00 …………………………《1,000 円ほか》

 第31回 むつ市婦人芸能発表会

【下北文化会館自主事業 2月 4日開催】

　木村 大 ギターリサイタル2010“INFINITY” 

　　～クラシック界で5,000枚売れればヒットと言われるCDを

　　　　　デビューアルバムにして60,000枚売ったギター界の革命児～

 〈チケット販売先〉

   ・下北文化会館  ・東京堂本社

   ・an-aimTOKYO-DO（平安堂中央店内）

  　★ カップル  4,000円

  　★ シングル  2,500円

  　★ 学　　生  1,000円

【むつ・下北地区子ども会育成連合会、下北文化会館主催】

　第 25回 むつ・下北地区子ども会郷土芸能発表会 
～郷土芸能の継承にがんばる子どもたちの姿をご覧ください～

　〈い　つ〉 2 月 7日（日）・午後 1時～

　〈どこで〉下北文化会館大ホール

　〈入場料〉無料 

放送大学４月入学生募集
　放送大学は、衛星放送等により授業を行う通信制の大

学です。働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽

しみたいなど、さまざまな目的で、幅広い世代の方が学

んでいます。

　ただいま平成 22年 4月入学生を募集しています。詳

しい資料を無料で送付しますので、お気軽にお問合わせ

ください。

〈募集学生の種類〉

・教養学部

　科目履修生（６か月在学し、希望する科目を履修）

　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）

　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）

・大学院

　修士科目生（６か月在学し、希望する科目を履修）

　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

〈出願期限〉

　2月28日（日）

〈資料請求（無料）・お問合せ先〉
放送大学青森学習センターむつ校
（むつ市立図書館内）( 28-3500

放送大学青森学習センター( 0172-38-0500
八戸サテライトスペース( 0178-70-1633

放送大学ホームページ: http://www.u-air.ac.jp

｝各券 当日500円増
400枚 限定販売！

　生音のギターソロを最大限にお楽しみい

ただくため、あえて限定で販売させていた

だきます。

　ぜひ、舞台の近くに座って生音と超絶テ

クニックをお楽しみください
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人　口 64,663 人（－27人） 世帯数 28,921世帯

男 31,302人（－25人） 　（－ 1世帯）

女 33,361人（－ 2人） （　 ）内は前月からの増減

むつ市の人口・世帯数 （ 1月1日現在） ※住民基本台帳による

　市では、今年度からジオパークについて調査・検討を行い、むつ市を含む下北半島として日本ジオパーク

を目指す活動を行なっています。本紙12月号からコーナーでジオパークについて紹介していますが、2回目

となる今回は、日本にある世界ジオパークについて紹介します。

【日本にある世界ジオパークってどういうもの？】

　現在、国内では11地域が日本ジオパークに認定されていますが、その内、北海道の「洞爺湖有珠山」、新潟

県の「糸魚川」、長崎県の「島原半島」の３つのジオパークが平成２１年８月２２日にユネスコが支援する「世界ジ

オパークネットワーク」に認定されました。

◆『洞爺湖有珠山』ジオパーク

　2000年に噴火した有珠山とそれによる被害遺構（火山により倒壊した旧病院を

そのまま公園として整備）、1945年にできた昭和新山、約10万年前に形成され

た洞爺湖が見どころで、有珠山の噴火による地殻変動を目の当たりにできるなど、

変動する大地との共生を感じることのできるジオパークです。

下北半島ジオパーク構想について！　～ そ の 2 ～

◆『糸魚川』ジオパーク

　５億年にわたるさまざまな時代の多様な岩石や地層、日本を2つに分ける大き

な断層「糸魚川静岡構造線」と地下にある大きなへこみである「フォッサマグナ」（本

州の中央をU字型の溝が南北に走り、その溝に新しい地層が溜まっている地域）が見どころ

で、縄文文化と深い関わりがある勾玉（まがたま）の原料として有名なヒスイや、断

層に沿った地すべり等が原因で、越後から海産物、信濃からタバコや穀物などが往

来された「塩の道」など、ジオと人に関わるテーマが豊富なジオパークです。

◆『島原半島』ジオパーク

　1990年から1995年に噴火した雲仙普賢岳とその被災遺構（平成３年の火砕

流で全焼した旧大野木場小学校の校舎をそのまま保存）と、「島原大変肥後迷惑」と言わ

れる1792年の噴火の遺構、また、雲仙地溝の活断層地形が見どころで、噴火

の際に発生する火砕流の恐ろしさと火山の恵みがテーマのジオパークです。

　世界ジオパークネットワークに認定された３つの地域には、「火山活動」や「大きな断層」など地球の活動に関

する大きな特徴があり、地球とそこに住んでいる人々の生活とが融合しているジオパークです。

　今後それぞれの地を訪れる機会があったら、ジオパークに関連する場所も訪問し、地球内部の動きについて

考えてみるのもいいかもしれませんね。

◆◆◆ 『ジオパークに関する講演会』開催のお知らせ ～入場無料！～ ◆◆◆

　市では、『ジオパーク』について多くの市民のみなさんに知っていただくため、ジオパーク

に関する講演会を開催します。たくさんのみなさんの参加をお待ちしています !

　〈い　つ〉2月6日（土）・午後3時～4時 30分

　〈どこで〉 むつ来さまい館1階イベントホールB

　〈講　師〉 日本ジオパークネットワークアドバイザー 渡辺 真人 氏

（独立行政法人産業技術総合研究所『日本ジオパーク委員会』

事務局主任研究員、日本地質学会ジオパーク支援委員、理学博士）

　〈内　容〉 『ジオパークとは？』『各地のジオパークの紹介』

『ジオパーク先進地の取り組み』など

　　※講演会の詳細については2月1日の新聞折り込みチラシをご覧ください

〈詳しくは〉
市企画課( 22-1111内線 2313

【平成新山】

【小滝川ヒスイ峡】

【昭和新山】
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